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変更履歴 

 

Ver1.3 

New terms added: 
- action word driven testing 
- bug tracking tool 
- coverage measurement tool 
- modelling tool 
- monkey testing 
- scripted testing 
- specification-based technique 
- stress testing tool 
- structure-based technique 
- unit test framework 
- white box technique 

Terms changed: 
- basic block 
- control flow graph 
- defect management tool 
- independence of testing 
- project risk 
- risk-based testing 
- test comparator 
- test process 

Ver2.0 

New terms added: 
- attack 
- buffer 
- buffer overflow 
- bug taxonomy 
- classification tree 
- control flow analysis 
- continuous representation 
- cost of quality 
- defect based technique 
- defect based test design technique 
- defect taxonomy 
- error seeding tool 
- Failure Mode, Effect and Criticality 
Analysis (FMECA) 
- false-fail result 
- false-pass result 
- false-negative result 
- false-positive result 
- fault attack 
- fault seeding 
- fault seeding tool 
- hazard analysis 
- hyperlink 
- hyperlink tool 
- load profile 
- operational acceptance testing 
- operational profile 
- orthogonal array 
- orthogonal array testing 
- pairwise testing 
- performance profiling 
- pointer 
- procedure testing 
- process improvement 
- production acceptance testing 
- qualification 
- reliability growth model 
- retrospective meeting 
- risk level 
- risk type 
- root cause analysis 

Terms changed: 
- bebugging 
- error seeding 
- Failure Mode and Effect Analysis 
(FMEA) 
- Fault Tree Analysis (FTA) 
- modified multiple condition testing 
- process cycle test 
- root cause 
- specification-based technique 
- stress testing 
- test charter 
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- safety critical system 
- software attack 
- Software Failure Mode and Effect 
Analysis (SFMEA) 
- Software Failure Mode Effect and 
Criticality Analysis (SFMECA) 
- Software Fault Tree Analysis (SFTA) 
- software life cycle 
- staged representation 
- system of systems 
- test design 
- test estimation 
- test implementation 
- Test Maturity Model Integration 
(TMMi) 
- test progress report 
- test rig 
- test schedule 
- test session 
- wild pointer 
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まえがき 

本用語集の編纂では、できるだけ広い分野で受け入れられる国際的テスト標準を作成するため、産業界、ビジネス分野、政府の諸団体・組

織から可能な限り広範囲の見解やコメントを求めてきた。この類のドキュメントでは、全員が合意することはほとんどあり得ない。本ドキュメ

ントの用語は、オーストラリア、ベルギー、フィンランド、ドイツ、インド、イスラエル、オランダ、ノルウェー、ポルトガル、スウェーデン、スイ

ス、イギリス、アメリカのソフトウェアテスト団体から寄稿されたものである。 

多数のソフトウェアテスト担当者は、BS7925-1を1998年の初版以降使用してきた。同標準は、Information Systems Examination Board (ISEB) 

資格のFoundation（基礎）レベル、および、Practitioner（実務者）レベルでの重要なリファレンスとして使われてきた。同標準は、当初、コンポ

ーネントテストを中心に編纂したものであった。しかし、同標準の出版以降、同標準がソフトウェアテストの広い範囲をカバーし、内容を改

善するため、多数のコメントや提案が寄られた。本テスト用語集最新版では、提案を多数取り込んだ。本標準は、国際ソフトウェアテスト資格

認定委員会：International Software Testing Qualifications Board（ISTQB®）ソフトウェアテスト資格認定要綱の参考資料として使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Translation Copyright © 2005-2009, Japan Software Testing Qualifications Board (JSTQB®), all rights reserved. 

日本語翻訳版の著作権は JSTQB®が有するものです。本書の全部、または一部を無断で複製し利用することは、著作権法の例外を除き、

禁じられています。 

 

本用語集は、Standard glossary of terms used in Software TestingVersion 2.0 (dd. December, 2nd 2007)を基に翻訳をしています。 

 

本用語集は、予告なしに変更する可能性があります。 
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１．序文 

テストの世界には、ステートメントカバレッジと判定条件カバレッジ、テストスイートとテスト仕様とテスト計画など、よく似た用語があり、これ

が、社会の様々 な分野間で、インタフェースになっている。よく似た用語の違いを明確にできないと、産業界、ビジネス界、政府、技能や学

術団体の内外部で、時間や労力の無駄になる。しかも、類似用語は、業界用語、技術用語として、別の意味を持つことも多い。 

 

 

２．対象範囲 

本ドキュメントは、ソフトウェアテストや、関連分野でのコミュニケーションを容易にするため、概念、用語、定義を記述したものである。 

 

 

３．配置 

本用語集は、アルファベット順に並べた単一の定義部で構成する。1用語の中には、他の同義語より優先させたものもある。その場合、優

先した用語に定義を記述し、他の同義語は、優先度の高い用語を参照するようにした。たとえば、structural testingは、white box testingを参照

する。同義語には、「See（参照のこと）」を表示した。 

「See also (～も参照)」というクロスリファレンスも使用した。これにより、目的の用語を高速で検索可能となる。「See also (～も参照)」は、広義の

用語と狭義の用語や、意味の重なりが分かるような構成になっている。 

                                                  
1 日本語版はあいうえお順に並べた定義とアルファベット順の索引により構成する。 
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４．標準引用文献 

出版当時、以下の版の標準は有効であった。標準は改訂されるし、標準に準拠して物事を決める団体は、以下に挙げた各標準の最新版を

参照してほしい。ＩＥCとＩＳＯのメンバーは、現在有効な国際標準の登録リストを持っている。 

 

BS 7925-2:1998. Software Component Testing. 

DO-178B:1992. Software Considerations in Airborne Systems and Equipment Certification, Requirements and Technical Concepts for Aviation 

(RTCA SC167). 

IEEE 610.12:1990. Standard Glossary of Software Engineering Terminology. 

IEEE 829:1998. Standard for Software Test Documentation. 

IEEE 1008:1993. Standard for Software Unit Testing. 

IEEE 1012:2004. Standard for Verification and Validation Plans 

IEEE 1028:1997. Standard for Software Reviews and Audits. 

IEEE 1044:1993. Standard Classification for Software Anomalies. 

IEEE 1219:1998. Software Maintenance. 

ISO/IEC 2382-1:1993. Data processing-Vocabulary-Part 1：fundamental terms. 

ISO 9000:2005. Quality Management Systems-Fundamentals and Vocabulary. 

ISO/IEC 9126-1:2001. Software Engineering-Software product Quality- Part 1：Quality characteristic and sub-characteristics. 

ISO/IEC 12207:1995. Information Technology- Software Life Cycle Processes. 

ISO/IEC 14598-1:1996. Information Technology- Software Product Evaluation-Part 1：General Overview. 

 

５．商標 

本書では以下の商標を使用している。 

CMM and CMMI are registered trademarks of Carnegie Mellon University 

TMap, TPA and TPI are registered trademarks of Sogeti Nederland BV 

TMM is a registered servicemark of Illinois Institute of Technology 

TMMi is a registed trademark of the TMMi Foundation 
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６．定義（あいうえお順） 

 

あ 

 
アイソレ－ションテスト（isolation testing）： 周辺のコンポ－ネントとは独立に、個々 のコンポ－ネントをテストすること。必

要に応じて、スタブやドライバ－で、周辺コンポ－ネントをシミュレ－トする。 

 

アイテム送付レポ－ト（item transmittal report）： release noteを参照のこと。 

 

アクセシビリティテスト（accessibility testing）： 身体的な制約を持つ人を含む全てのユーザが、どの程度容易にコンポ－

ネントやシステムを利用できるか判定するテスト。[Gerrard] 

 

アクションワード駆動テスト （action word driven testing）： keyword driven testingを参照のこと。 

 

ア－クテスト（arc testing）： branch testingを参照のこと。 

 

アジャイルテスト（agile testing）： エクストリ－ムプログラミング（XP）のようなアジャイル方法論を用いたり、開発をテストの一

部とみなしたり、テストファ－スト設計パラダイムを重視するプロジェクトで実施するテスト。Test driven developmentを参照のこと。 

 

アドホックテスト（ad hoc testing）： 非公式に実施するテスト。公式なテストの準備をせず、実績のあるテスト設計技法を用い

ず、テスト結果も予測せず、毎回、テスト方法が変わる。 

 

アドホックレビュ－（ad hoc review）： informal reviewを参照のこと。 

 

アナライザ（analyzer）： static analyzerを参照のこと。 

 

誤った合格結果（FALSE-pass result）：テスト対象に存在する欠陥を認識できなかったテスト結果 

 

誤った失敗結果（FALSE-fail result）：テスト対象には欠陥が存在しないにもかかわらず、欠陥として報告したテスト結果。 

 

誤り（mistake）： errorを参照のこと。 

 

アルゴリズムテスト（algorithm test [TMap]）： branch testingを参照のこと。 

 

アルファテスト（alpha testing）： 顧客、ユ－ザ、開発組織とは独立したテストチ－ムが、シミュレ－ションや実際のオペレ－シ

ョンにより実行するテスト。一般販売用ではなく、特定顧客用のソフトウェアでは、内部受入れテストとして実施することが多い。 

 

安全性（safety）： 指定された使用状況の中で、人、ビジネス、ソフトウェア、資産、または、環境に対する損害リスクを受容レベ

ルに維持できるソフトウェア製品の能力。[ISO9126] 

 

安全性テスト（safety testing）： ソフトウェア製品の安全性を判定するテスト。 

 

安定性（stability）： ソフトウェアの修正による予期しない影響を回避するソフトウェア製品の能力。[ISO9126] maintainability も参

照のこと。 

 

い 

 

移行テスト（migration testing）：  conversion testingを参照のこと。 
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移植性（portability）： ソフトウェア製品を、あるハ－ドウェア環境やソフトウェア環境から他へ容易に移植できる度合。

[ISO9126] 

 

移植性テスト（portability testing）： ソフトウェア製品の移植性を判定するテスト手順。 

 

一貫性（consistency）： 均一性、規格統一性、および、コンポ－ネントやシステムのドキュメントや構成物の間の無矛盾性の度

合。[IEEE610] 

 

インクリメンタル開発モデル（incremental development model）： 開発ライフサイクルの１つ。プロジェクトで開発する要

件全体を部分的な機能に分割し、サブプロジェクトにおいて、部分機能を積み上げながら連続して開発する方式。各要件に優先順

位を付け、優先度の高い順に適切な大きさの機能をリリ－スする。このライフサイクルモデルには、各サブプロジェクトが、設計、コ

－ディング、テストというミニV字モデルで進むものもある。 

 

インクリメンタルテスト（incremental testing）： すべてのコンポ－ネント、システムを統合・テストするまで、コンポ－ネント

やシステムを一度にひとつ、または、いくつかを統合・テストする方式。 

 

インシデント（incident）： 発生した事象の中で、調査が必要なもの。[After IEEE1008] 

 

インシデント管理ツ－ル（incident management tool）： インシデントの記録や、状態追跡を支援するツ－ル。ワ－クフロ

－志向の機能を持っていることが多く、インシデントの場所特定、修正、再テストをトレ－ス・制御したり、レポ－トを出力できる。

defect management toolも参照のこと。 

 

インシデントマネジメント（incident management）： インシデントを認識、調査、対策、解明するプロセス。インシデントの記

録、分類、影響度の分析が必要。[After IEEE1044] 

 

インシデントレポ－ト（incident report）： 発生したあらゆるインシデント（テストの最中に調査を必要とする事象など）

を報告するドキュメント。 [After IEEE829] 

 

インシデントログ（Incident logging）： インシデントログ：テスト中などに発生したインシデントの詳細に対する記録。 

 

インスツルメンタ（instrumenter）： 計装を実行するソフトウェアツ－ル。 

 

インスツルメンテ－ション（instrumentation）： 実行中にプログラムの動作情報（たとえば、コ－ドカバレッジの測定）を集め

るため、プログラムにコ－ドを追加すること。 

 

インスト－ラビリティ（installability）： 設置性。指定した環境へインスト－ルできるソフトウェア製品の能力。[ISO9126] 

portabilityも参照のこと。 

 

インスト－ラビリティテスト（installability testing）： ソフトウェア製品のインスト－ラビリティをテストする手順。portability 

testingも参照のこと。 

 

インスト－ルウィザ－ド（installation wizard）： インスト－ルを支援するソフトウェア。いろいろな形態の媒体で提供される。

インスト－ルを実行し、インスト－ル実施結果情報を出力し、オプション機能のガイダンスを表示するものが多い。 

 

インスト－ルガイド（installation guide）： インスト－ル手順を最適の媒体で提供するもの。マニュアルガイド、段階的な処理

手順、インスト－ルウィザ－ド、その他類似の手順記述などの形式をとる。 

 

インスペクション（inspection）： ピアレビュ－の一種。目視検査により、欠陥を摘出する方法。これにより、たとえば、開発標準

の違反や、上位レベルドキュメントへの準拠違反が見つかる。最も公式なレビュ－技術なので、必ず、文書化された実施基準に従

って進める。[After IEEE610, IEEE1028] peer reviewも参照のこと。 

 

インスペクションリ－ダ（inspection leader）： moderatorを参照のこと。 
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インスペクタ（inspector）： reviewerを参照のこと。 

 

インタ－フェ－ステスト（interface testing）： 統合テストの一種。コンポ－ネントやシステムのインタ－フェイステストを実施

する。 

 

インテ－クテスト（intake test）： スモ－クテストの特別の形態。コンポ－ネントやシステムが、詳細テストや複雑なテストを実

施できるか判定するためのもので、テスト実行フェ－ズの開始時に行うことが多い。smoke testも参照のこと。 

 

インバリッドテスト（invalid testing）： コンポ－ネントやシステムが拒否する入力値を使うテスト。error toleranceも参照のこと。 

 

う 

 

ウォ－クスル－（walkthrough）： 情報を集めて内容の共通理解を確立するための、ドキュメントの著者による段階的なプレゼ

ンテ－ション。[Freedman and Weinberg, IEEE1028] peer reviewも参照のこと。 

 

受け入れ（acceptance）： acceptance testing参照のこと。 

 

受け入れ基準（acceptance criteria）： ユ－ザ、顧客、その他の認可団体が、コンポ－ネントやシステムを承認する場合、満

たさねばならない終了基準。[IEEE610] 

 

受け入れテスト（acceptance testing）： システムが、ユ－ザのニ－ズ、要件、ビジネス・プロセスを満足するかをチェックす

るための公式のテスト。このテストにより、システムが承認基準を満たしているかを判定したり、ユ－ザ、顧客、その他の認可主体が

システムを承認するかしないかを判定できる。[After IEEE610] 

 

運用受け入れテスト（operational acceptance testing）：受け入れテストフェーズでの運用テスト。通常はオペレータやア

ドミニストレータ運用面に焦点を当てて現実の操作環境をシミュレーションする。たとえば、リカバー、リソースの振る舞い、インスト

ール性、技術的コンプライアンスなど。operational testingも参照のこと。 

 

運用テスト（operational testing）： 操作環境の中で、コンポ－ネントやシステムを評価するテスト。[IEEE610] 

 

運用プロファイル（operational profile）：着目すべきシステムやコンポーネントを使って行われるタスクセットの描写。各タス

クは、コンポーネント、システムと利用者のやりとりやそのときに起きる可能性のある事象をベースにする事が多い。タスクは物理

的というより論理的であり、複数のマシン上、あるひとつのタイミングのものとして実行される。 

 

運用プロファイルテスト（operational profile testing）： システム操作（短時間のタスク）モデルと、典型的操作パタ－ンの

使用確率を使う統計的なテスト。[Musa] 

 

え 

 

影響度分析（impact analysis）： ある要件を変更する前に、開発手引書、テスト手引書、コンポ－ネントの各階層が、変更によ

りどんな影響を受けるか評価すること。 

 

N スイッチカバレッジ（N-switch coverage）： テストスイ－トが実施したN+1推移のシ－ケンスのパ－センテ－ジ。[Chow] 

 

N スイッチテスト（N-switch testing）： 状態推移テストの一形式。N+1推移の全ての有効なシ－ケンスを実行するテストケ－

スを設計する。 [Chow] state transition testingも参照のこと。 

 

エミュレ－タ（emulator）： ある特定のシステムと同じ入力を受け入れ、同じ出力を作り出す装置、コンピュ－タプログラム、また

はシステム。[IEEE610] simulatorも参照のこと。 

 

エラ－（error）： 間違った結果を生み出す人間の行為。[After IEEE610] 
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エラ－シ－ディング（error seeding）： fault seedingを参照のこと。[IEEE610] 

 

エラーシーディングツール（error seeding tool）：fault seeding toolを参照のこと。 

 

エラ－推測（error guessing）： テスト設計技法の１つ。テスト担当者の経験を駆使し、エラ－が起きた場合にどんな欠陥が被

試験のコンポ－ネントやシステムの中に存在するかを予想して、その欠陥を検出するテストケ－スを設計すること。 

 

エラ－耐性（error tolerance）： 誤ったデ－タを入力しても、通常運用を続けられるコンポ－ネントやシステムの能力。[After 

IEEE610] 

 

LCSAJ（LCSAJ）： Linear Code Sequaence And Jump （リニアコ－ドシ－ケンスアンドジャンプ）の略。慣例として、ソ－スコ－ドリ

スト中の行番号で識別する以下の３アイテムから成る。①実行命令文の線形連鎖の開始行、②線形連鎖の終了行、③線形連鎖の終

了時に制御フロ－が移動する行。 

 

LCSAJカバレッジ（LCSAJ coverage）： テストスイ－トが実施したコンポ－ネントのLCSAJ（リニアコ－ドシ－ケンスアンドジ

ャンプ）のパ－センテ－ジ。100%のLCSAJは、100%のデシジョンカバレッジを意味する。 

 

LCSAJ テスト（LCSAJ testing）： LCSAJのテストケースを実行するために設計されたホワイトボックステスト設計技法。 

 

お 

 

オラクル（oracle）： test oracleを参照のこと。 

 

か 

 

回帰テスト（regression testing）： 変更により、ソフトウェアの未変更部分に欠陥が新たに入り込んだり、発現しないことを確認

するため、変更実施後、既にテスト済みのプログラムに対して実行するテスト。ソフトウェアや、実行環境が変わるたびに実施す

る。 

 

開始基準（entry criteria）： 定義したタスク（たとえば、テストフェ－ズ）を開始できるかどうかを判断する場合の基準となる一

般・特定の条件。この目的は、開始基準を満足させるための労力に比べ、はるかに多くの（無駄な）労力を投入しないとタスクが始ま

らない状況を防ぐことである。[Gilb and Graham] 

 

開始点（entry point）： コンポ－ネント中の最初の実行命令文。 

 

解析性（analyzability）： ソフトウェア中の欠陥や不良の原因を診断したり、改造箇所を特定できるソフトウェアの能力。[Iso9126] 
maintainabilityを参照のこと。 
 

開発テスト（development testing）： コンポ－ネントやシステムの開発中に実施する公式・非公式のテスト。開発担当者の製

品開発環境で実行することが多い。[After IEEE610] 
 

回復性（recoverability）： 故障発生時に、パフォ－マンスを指定レベルに回復し、影響を受けたデ－タを直接復旧するソフト

ウェア製品の能力。[ISO9126] reliabilityも参照のこと。 

 

回復性テスト（recoverability testing）： ソフトウェア製品の回復性を判定するテスト手順。reliability testingも参照のこと。 

 

回復テスト（recovery testing）： recoverability testingを参照のこと。 

 

拡張性（scalability）： 増加する負荷に応じてソフトウェア製品をアップグレ－ドできる能力。[After Gerrard] 
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拡張性テスト（scalability testing）： ソフトウェア製品の拡張性を判定するテスト。 

 

確認テスト（confirmation testing）： re-testingを参照のこと。 

 

カスタムソフトウェア（custom software）： bespoke softwareを参照のこと。 

 

カバレッジ（coverage）： 指定の網羅条件をテストスイ－トが実行した度合。パ－センテ－ジで表す。 

 

カバレッジアイテム（coverage item）： テストカバレッジの基礎となる実体や属性。たとえば、同値分割やコ－ド命令。 

 

カバレッジ計測ツ－ル（coverage measurement tool）： coverage toolを参照のこと。 

 

カバレッジツ－ル（coverage tool）： テストスイ－トが実行した命令語や分岐等の構造要素の割合を客観的に測定するツ－

ル。 

 

カバレッジ分析（coverage analysis）： 指定した網羅条件のうち、どれだけ実行したかをテスト実行中に計測すること。追加テ

ストが必要か、必要ならどのテストを追加するかの判定用に事前に定めた判定基準に照らして実施する。 

 

可用性（availability）： 必要な時にコンポ－ネントやシステムが稼動し、利用可能な度合。パ－センテ－ジで表すことが多い。

[IEEE610] 

 

環境適応性（adaptability）： 環境順応以外の変更や方法を使うことなく、別環境でも動作できるソフトウェアの能力。 [ISO9126] 

portabilityを参照のこと。 

 

頑健性〔堅牢性〕（robustness）： 不正な入力や過負荷の環境の中でも、コンポ－ネントまたはシステムが正しく機能できる度

合。[IEEE610] error-tolerance、fault-toleranceも参照のこと。 

 

監査（audit）： 下記を規定したドキュメント、標準、ガイドライン、仕様、客観的基準に準拠した手順を遵守していることを確認する

ため、ソフトウェアや開発プロセスを独立に評価すること。 

  （1）開発する製品の形式や内容 

  （2）製品の開発プロセス 

  （3）標準やガイドライン遵守の測定方法 [IEEE1028] 

 

監査証跡（audit trail）： プロセスの出力をスタ－ト地点とし、プロセスを遡って、入力（たとえば、デ－タ）までたどるプロセス

のパス。これにより、欠陥分析が容易になり、プロセス監査を実施できる。[After TMap] 

 

完全テスト（complete testing）： exhaustive testingを参照のこと。 

 

き 

 

偽陰性結果（FALSE-negative result）：false-pass resultを参照のこと。 

 

机上チェック（desk checking）： 手動の実行シミュレ－ションによるソフトウェアまたは仕様のテスト。static analysis も参照のこ

と。 

 

擬似乱数（pseudo-random）： でたらめに見えるが、事前に決めた一連の規則に従い生成した数値群。 

 

既製ソフトウェア（off-the-shelf software）： 一般の市場用（不特定多数のユ－ザ用）に開発したソフトウェア製品。、全く同

じものを多数の顧客に提供する。 

 

期待結果（expected outcome）： expected resultを参照のこと。 

 

期待結果（expected result）： 指定の条件下で、仕様や他の情報から期待できるコンポ－ネントやシステムの動作。 
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規程テスト（regulation testing）： compliance testingを参照のこと。 

 

機能性（functionality）： ソフトウェアが指定の条件下で稼動する場合、明示的・暗示的な要求を満たす機能を提供できるソフト

ウェア製品の能力。[ISO9126] 

 

機能性テスト（functionality testing）： ソフトウェア製品の機能性を判定するためのテストの手順。 

 

機能テスト（functional testing）： コンポ－ネントやシステムの機能仕様を分析して実施するテスト。black box testingも参照の

こと。 

 

機能テスト設計技法（functional test design technique）： コンポ－ネントやシステムの内部構造を参照せず、機能の仕

様を分析してテストケ－スを設計・選択すること。black box test design techniqueも参照のこと。 

 

機能統合（functional integration）： システム統合法の１つ。早い時期に、基本機能を動作させるために、コンポ－ネントや

システムを結合すること。integration testingも参照のこと。 

 

機能要件（functional requirement）： コンポ－ネントやシステムが実行する機能を定義した要件。[IEEE610] 

 

基本比較テスト（elementary comparison testing）： ブラックボックステスト設計技法の１つ。条件判定カバレッジの概念に

従った入力の組合わせを確認するテストケ－スを設計する。[TMap] 

 

キャスト（CAST）： Computer Aided Software Testing（コンピュ－タ支援ソフトウェアテスト）の頭字語。test automation も参照のこ

と。 

 

キャプチャ/プレイバックツ－ル（capture/playback tool）： テスト実行ツ－ルの１つ。手動テスト中の入力を記録させ、自

動テストのスクリプトを作成して、後に実行（再現）させるもの。自動回帰テストで利用することが多い。 

 

キャプチャ/リプレイツ－ル（capture/replay tool）： capture/playback toolを参照のこと。 

 

偽陽性結果（FALSE-positive result）：false-fail resultを参照のこと。 

 

境界値（boundary value）： 同値分割した領域の端、あるいは端のどちらか側で最小の増加的距離にある入力値または出力値。

たとえばある範囲の最小値または最大値。 

 

境界値カバレッジ（boundary value coverage）： テストスイ－トで網羅した境界値のパ－センテ－ジ。 

 

境界値テスト（boundary value testing）： boundary value analysisを参照のこと。 

 

境界値分析（boundary value analysis）： 境界値を基にしてテストケ－スが設計される、ブラックボックステスト設計技法。

boundary valueも参照のこと。 

 

共存性（co-existence）： 同じ環境下で同じリソ－スを共有する他の独立したソフトウェアと、共存できるソフトウェア製品の能力。

[ISO9126] portabilityも参照のこと。 

 

記録再生ツ－ル（record/playback tool）： capture/playback toolを参照のこと。 

 

記録者（recorder）： scribeを参照のこと。 

 

キ－ワ－ド駆動テスト（keyword driven testing）： テストスクリプト記述技術の１つ。入力値と予想出力値だけでなく、テスト

対象アプリケ－ションに関係するキ－ワ－ドを含んだデ－タファイルを使う。キ－ワ－ドは、テストの制御スクリプトが呼び出す特

別な補助スクリプトが解釈する。data driven testingも参照のこと。 

 

キーパフォーマンスインジケーター（key performance indicator）： performance indicatorを参照のこと。 
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く 

 

具体的テストケ－ス（concrete test case）： low level test caseを参照のこと。 

 

クラシフィケーションツリー（classification tree）：階層的な順番で同値分割を示したツリーであり、クラシフィケーションツリ

ー方式でテストケースを作成するときに使う。classification tree methodも参照のこと。 

 

クラシフィケーションツリー法（classification tree method）： ブラックボックステスト設計技法の１つ。クラシフィケーション

ツリーを使ってテストケ－スを記述し、入力領域や出力領域の代表値を組合わせて実行することを目的とする。[Grochtmann] 

 

グラスボックステスト（glass box testing）： white box testingを参照のこと。 

 

け 

 

経験ベースの技法（experienced-based technique）： experienced-based test design technique を参照のこと。 

 

経験ベ－スのテスト設計技法（experienced-based test design technique）： テスト担当の経験・知識・直感をベース

にテストケースを導き出したり選択したりする方法。 

 

ケ－ス（CASE）： Computer Aided Software Engineering（コンピュ－タ支援ソフトウェア開発）の頭字語。 

 

結果（outcome）： resultを参照のこと。 

 

結果（result）： テスト実行後の成果。画面への出力、デ－タの変化、レポ－ト、外部へ送信するメッセ－ジを含む。actual result、

expected resultも参照のこと。 

 

欠陥（defect）： 要求された機能をコンポ－ネントまたはシステムに果たせなくする、コンポ－ネントまたはシステムの中の不

備。たとえば、不正な命令またはデ－タ定義。実行中に欠陥に遭遇した場合、コンポ－ネントまたはシステムの故障を引き起こす。 

 

欠陥検出率（Defect Detection Percentage (DDP)）： テストフェ－ズで摘出した欠陥の数をテストフェ－ズ、および、以

降の別のフェ－ズで見つけた欠陥の総数で除算した値。 

 

欠陥追跡ツ－ル（defect tracking tool）： defect management toolを参照のこと。 

 

欠陥ベースの技法（defect based technique）：defect based test design techniqueを参照のこと。 

 

欠陥ベースのテスト設計技法（defect based test design technique）：一つ以上の欠陥カテゴリからテストケースのター

ゲットを導き出したり、選択する手続き。テストケースは特定の欠陥カテゴリから開発していく。defect taxonomyも参照のこと。 

 

欠陥分類法（defect taxonomy）：再現性良く欠陥を分類するために有用に設計するときの（階層的）カテゴリの体系。 

 

欠陥マネジメント（defect management）： 認識、調査、行動、および、欠陥の処置の手順。欠陥の記録、分類、および、影響

の特定を含む。[After IEEE1044] 

 

欠陥マネジメントツ－ル（defect management tool）： 欠陥および変更の記録と状態追跡を容易にするツール。多くの場

合、欠陥の割り振り、訂正、再テストを追跡、制御するために、ワークフロー指向の機能を搭載している他に、レポート機能も持って

いる。incident management toolも参照のこと。 

 

欠陥密度（defect density）： コンポ－ネントまたはシステムの中で特定された欠陥の数をコンポ－ネントまたはシステムの

大きさで割った値。（大きさを表す標準的な言葉で表現された、たとえば、コ－ド行数、クラス数、またはファンクションポイント数） 
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欠陥レポ－ト（defect report）： コンポ－ネントまたはシステムに要求された機能を果たせなくする、コンポ－ネントまたはシ

ステムの中の何かの不備を報告する文書。[After IEEE829] 

 

原因結果グラフ（cause-effect graph）： 入力、刺激（原因）、関連する出力（結果）を図式表現したもの。テストケ－スの設計

で使える。 

 

原因結果グラフ法（cause-effect graphing）： テストケ－スが原因結果グラフから設計されるブラックボックステスト設計技

法。[BS7925/2] 

 

原因結果デシジョンテ－ブル（cause-effect decision table）： decision tableを参照のこと。 

 

原因結果分析（cause-effect analysis）： cause-effect graphingを参照のこと。 

 

検証（verification）： 検査などで特定の要件が満たされていることを客観的な証拠で確認すること。[ISO9000] 

 

こ 

 

高位レベルテストケ－ス（high level test case）： 具体的な（実行レベルの）入力値や予測結果を使わないテストケ－ス。論

理演算子は使用するが、値のインスタンスは未定義であったり、使えない状態にある。low level test caseも参照のこと。 

 

合格/失敗基準（pass/fail criteria）： テストアイテムや機能が、テストに合格したか失敗したかを判定するための判定規則。

[IEEE829] 

 

攻撃（attack）: 

直接的に焦点を定めて、品質を評価する試み。特定の故障が発生するような強制を試みることによって、テスト対象

の品質、特に信頼性を評価する。 

 

公式レビュ－（formal review）： 文書化した手順や要求事項をベ－スにするレビュ－。たとえば、インスペクション。 

 

構成（configuration）： コンポ－ネントやシステムの構成。数量、特性、相互連結により定義する。 

 

構成アイテム（configuration item）： ハ－ドウェア、ソフトウェア、または、両方の集合体。構成管理の対象であり、構成管理

プロセスでは、１つの実体として扱う。[IEEE610] 

 

構成監査（configuration auditing）： 構成アイテムのライブラリの内容をチェックする機能。たとえば、標準法令遵守をチェッ

クするなど。[IEEE610] 

 

構成管理（configuration management）： 技術的、管理的な指揮・監視により、構成を制御すること。構成アイテムの特性を機

能的、物理的に定義・文書化すること、特性に対する変更を制御すること、変更のプロセスや変更実施状況を記録・報告すること、定

義した要求に遵守していることの実証を目的とする。[IEEE610] 

 

構成管理ツ－ル（Configuration management tool）：構成アイテムの識別やコントロール（変更やバージョンの状態や構成

アイテムをまとめたベースラインの公開）を支援するツール。 

 

構成コントロ－ル（configuration control）： 構成マネジメントの１つの要素。構成アイテムを公式に定義後、構成アイテムに

対する変更を、評価、調整、承認・否認、実施すること。[IEEE610] 

 

構成管理委員会（configuration control board (CCB)）： 構成アイテムに対する変更提案を評価、承認・否認することに責

任を持つグル－プ。承認した変更の実施にも責任を負う。[IEEE610] 

 

構成識別（configuration identification）： 構成管理の１つの要素。システムの構成アイテムを選択し、構成アイテムの機能

的、物理的特性を技術文書に記録する。[IEEE610] 
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構成テスト（configuration testing）： portability testingを参照のこと。 

 

構造化ウォ－クスル－（structured walkthrough）： walkthrough参照のこと。 

 

構造カバレッジ（structural coverage）： コンポ－ネントまたはシステムの内部構造を基にした網羅の尺度。 

 

構造テスト（structural testing）： white box testing参照のこと。 

 

構造テスト設計技法（structural test design technique）： white box test design technique参照のこと。 

 

構造ベ－ス技法（structure-based technique）： white box test design technique参照のこと。 

 

構造ベーステスト（structure based testing）： white-box testingを参照のこと。 

 

合目的性（suitability）： 指定されたタスクやユ－ザの目的を実行するため、機能の適正な集合を提供するソフトウェア製品の

能力。[ISO9126] functionalityも参照のこと。 

 

効率性（efficiency）： 決められた条件下で使われるリソ－スの量に関連する、適正なパフォ－マンスを提供するためのソフト

ウェア製品の能力。[ISO9126] 

 

効率性テスト（efficiency testing）： ソフトウェア製品の効率を測定するテスト。 

 

互換性テスト（compatibility testing）： interoperability testingを参照のこと。 

 

故障（failure）： コンポ－ネントやシステムが、期待した機能、サ－ビス、結果を提供できないこと。[After Fenton] 

 

故障モ－ド（failure mode）： 物理的または機能的な故障の兆候・明示。たとえば、故障モ－ドのシステムは、遅い運用、間違

った出力、または実行の完全な打ち切りなどで特徴づけられる。[IEEE610] 

 

故障モ－ド影響解析（Failure Mode and Effect Analysis (FMEA)）： リスクを特定し、起こり得る故障モ－ドを特定して、

発生の防止策を分析する体系的なアプロ－チ。Failure Mode, Effect and Criticality Analysis (FMECA)も参照のこと。 

 

故障モ－ド影響・致命度解析（Failure Mode, EFFECT and Criticality Analysis (FMECA)）：基本的なFMEAに、故障

モードの結果の重要度が発生するかもしれないことを加味したチャートを使って致命度分析を付加し拡張したもの。Failure Mode 

and Effect Analysis (FMEA)も参照のこと。 

 

故障率（failure rate）： 測定単位に発生したあるカテゴリの故障数の率。たとえば、単位時間あたりの故障数、トランザクション

数あたりの故障数、コンピュ－タの運用回数あたりの故障数。[IEEE610] 

 

COTS（COTS）： Commercial Off-The-Shelf software（市販ソフトウェア）の頭字語。off-the-shelf softwareを参照のこと。 

 

コ－ド（code）： プログラミング言語、またはコンパイラやその他の変換装置によってアウトプットされたコンピュータ命令とデー

タ定義を表現。[IEEE 610] 

 

コ－ドアナライザ（code analyzer）： static code analyzerを参照のこと。 

 

コ－ドカバレッジ（code coverage）： テストスイ－トが、ソフトウェアのどの部分を実行（カバ－）し、どの部分が未実行かを判

定する分析方法。たとえば、ステ－トメントカバレッジ、ブランチカバレッジ、条件カバレッジ。 

 

コ－ドベ－ストテスト（code-based testing）： white box testingを参照のこと。 

 

コンパイラ（compiler）： 高度な命令語で表現されたプログラムを、等価の機械語に翻訳するソフトウェアツ－ル。[IEEE610] 
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コンポ－ネント（component）： 独立してテストできるソフトウェアの最小単位。 

 

コンポ－ネント仕様（component specification）： 指定の条件下で、指定の入力値に対する出力値として記述したコンポ－

ネントの機能、および、コンポ－ネントが満足すべき非機能的な動作（たとえば、資源利用）。 

 

コンポ－ネントテスト（component testing）： 個々 のソフトウェアコンポ－ネントのテスト。[After IEEE610] 

 

コンポ－ネント統合テスト（component integration testing）： 統合したコンポ－ネント間のインタフェ－スや相互作用の

欠陥を検出するためのテスト。 

 

根本原因（root cause）： もしその原因が取り除かれることで、同種の欠陥が減少する、もしくは発生しなくなるような欠陥の根

本原因。[CMMI] 

 

根本原因分析（root cause analysis）：欠陥の根本原因の特定を目的とした分析技法。根本原因に是正を行うことで、欠陥再発

を最小化する事が期待できる。 

 

さ 

 

再開基準（resumption criteria）： テストを中断した後、再開したときに繰り返さなければならないテストの活動。[After 

IEEE829] 

 

サイクロマティック数（cyclomatic number）： cyclomatic complexityを参照のこと。 

 

サイクロマティック複雑度（cyclomatic complexity）： プログラムの中を通る独立したパスの数。L-N+2Pで定義する。 

  - L = グラフ中のエッジ/リンクの数 

  - N = グラフ中のノ－ドの数 

  - P = グラフの繋がっていない部分の数（たとえば、呼ばれるグラフとサブル－チンの数）[After McCabe]" 

 

再テスト（re-testing）： 修正を行った結果が正しいことを証明するために、前回不合格に終わったテストケ－スを再実行するテ

スト。 

 

サイト受け入れテスト（site acceptance testing）： ユ－ザや顧客が自分のサイトで実施する受け入れテスト。コンポ－ネ

ントやシステムが、ユ－ザや顧客のニ－ズを満たしているか、ユ－ザや顧客のビジネスプロセスに適合するかを判定するために

実施する。通常、ソフトウェアだけでなく、ハ－ドウェアも含める。 

 

サニティテスト（sanity test）： smoke testを参照のこと。 

 

サブパス（subpath）： コンポ－ネント内の一連の実行命令文。 

 

し 

 

資格認定（qualification）：定義された要件を満たした能力を明らかにするプロセス。 資格有（qualified）と言う用語は相当する能

力を有する場合に使われる [ISO 9000] 

 

資源利用（resource utilization）： 規定の条件下でソフトウェアが機能を実施する場合、適正なサイズの適正なリソ－ス・タイ

プ（たとえば、プログラムが使うメインメモリとセカンダリメモリ量、必要な一時ファイルやオ－バ－フロ－ファイルの大きさ）を利用

するというソフトウェア製品の能力。[After ISO9126] efficiencyも参照のこと。 

 

資源利用テスト（resource utilization testing）： ソフトウェア製品の資源利用を判定するためのテストの手順。efficiency 

testingも参照のこと。 
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システム（system）： 特定の機能や、機能の組み合わせを実現するために組織化したコンポ－ネントの集合。[IEEE610] 

 

システムオブシステムズ（system of systems）：特定分野に共通する目的や課題のために、広範囲にわたる分散した複数

のレベル・ドメインをネットワークでつないだ、異機種環境システム 

 

システムテスト（system testing）： 統合されたシステムが、指定された要件を満たすことを実証するためのテストの手順。

[Hetzel] 

 

システム統合テスト（system integration testing）： システムとパッケ－ジを統合するテスト。また、外部システム（たとえ

ば、電子デ－タ交換やインタ－ネット）とのインタフェ－スのテスト。 

 

事前条件（precondition）： 特定のテストやテスト手順でコンポ－ネントやシステムを実行する前に、満足しなければならない

環境と状態の条件。 

 

事後条件（postcondition）： テストやテスト手順の実行後に満足すべき、環境と状態の条件。 

 

実行可能パス（feasible path）： パスを実行するための、入力値と事前条件の組合わせが存在するパス。 

 

実行後比較（post-execution comparison）： ソフトウェアの実行後に、実際と予想結果を比較すること。 

 

実行ステ－トメント（executable statement）： コンパイル時にオブジェクトコ－ドに翻訳され、プログラムが走る時に手順

に沿って実行されて、デ－タに対して行為を行うであろう命令。 

 

実行不可能パス（infeasible path）： 入力値をどのように組合わせても実行できないパス。 

 

実際の結果（actual outcome）： actual resultを参照のこと。 

 

実際の結果（actual result）： テストで、コンポ－ネントやシステムが出力、表示した動作。 

 

失敗（fail）： 実行結果が予想した結果と一致しない場合、テストは「失敗」と見なす。 

 

自動化テストウェア（automated testware）： ツ－ルスクリプトのような自動化されたテストの中で使われるテストウェア。 

 

シナリオテスト（scenario testing）： use case testing参照のこと。 

 

市販ソフトウェア(COTS)（commercial off-the-shelf software）： off-the-shelf softwareを参照のこと。 

 

シミュレ－ション（simulation）： 物理的なシステム、あるいは、抽象的なシステムの代表的な動作特性を他のシステムで模倣

すること。[ISO2382/1] 

 

シミュレ－タ（simulator）： テストで使われる装置、コンピュ－タプログラム、システムで、ある入力の組み合わせに対し、特定

のシステムのような振る舞いや動作をするもの。[After IEEE610, DO178b] emulatorも参照のこと。 

 

習得性（learnability）： ユ－ザが当該ソフトウェアの使用法を学ぶことができるソフトウェア製品の能力。[ISO9126] usability も参

照のこと。 

 

終了基準（completion criteria）： exit criteriaを参照のこと。 

 

終了基準（exit criteria）： あるプロセスを公式に完了させるため、ステ－クホルダが承認した一般・特定条件。終了基準の目的

は、未完了部分のあるタスクが、完了と見なされるのを防ぐことにある。終了基準は、テスト完了の報告や、計画で利用する。[After 

Gilb and Graham] 

 

終了点（exit point）： コンポ－ネント中の最後の実行命令文。 
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重要度（severity）： コンポ－ネントやシステムの開発、また運用に対し欠陥が与える影響の度合。[After IEEE610] 

 

出力（output）： コンポ－ネントが書く変数（コンポ－ネントの内部、外部に格納される）。 

 

出力値（output value）： 出力のインスタンス。outputも参照のこと。 

 

出力ドメイン（output domain）： 有効な出力値を選択できる集合。domainも参照のこと。 

 

仕様（specification）： コンポ－ネントやシステムの要件、設計、動作、その他の特性を記述したドキュメント。記述内容を満足し

ていることをどのように判定すべきかの手順を示したものも多い。完全で、正確で、検証可能な方式で記述することが望ましい。

[After IEEE610] 

 

小規模統合テスト（integration testing in the small）： component integration testingを参照のこと。 

 

条件（condition）： 真または偽として評価することのできる論理的表現。たとえば、A>B。test conditionも参照のこと。 

 

条件カバレッジ（condition coverage）： テストスイ－トが実行した条件のパ－センテ－ジ。条件カバレッジを 100%にするに

は、各判定文の全ての単一条件に対し、真と偽をテストする必要がある。 

 

条件組合せカバレッジ（condition combination coverage）： multiple condition coverageを参照のこと。 

 

条件組合せテスト（condition combination testing）： multiple condition testingを参照のこと。 

 

条件結果（condition outcome）： 真または偽になる条件の評価。 

 

条件テスト（condition testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。条件を実行するテストケ－スを設計する。 

 

条件判定カバレッジ（condition determination coverage）： 判定結果に対し、独立に影響する全単一条件をテストスイ－ト

が実行したパ－センテ－ジ。100%の条件判定カバレッジは、100%の判定条件カバレッジを意味する。 

 

条件判定テスト（condition determination testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。判定結果に対し、独立に影響

する単一条件を実行するテストケ－スを設計する。 

 

状態遷移（state transition）： コンポ－ネントやシステムにおいて、ふたつの状態の間を遷移すること。 

 

状態遷移図（state diagram）： コンポ－ネントまたはシステムが取りうる状態を示し、ある状態から他への状態の変化の原因

となる、（または）その結果として生ずる、イベントや状況を表わすダイヤグラム。[IEEE610] 

 

状態遷移テスト（state transition testing）： ブラックボックステストの設計技法で、無効と有効の状態遷移を実行するテスト

ケ－スを設計する。N-switch testingも参照のこと。 

 

状態遷移表（state table）： 発生する可能性のあるイベントと状態の組合から、生じる結果を示す遷移のテ－ブル。無効な遷

移と、有効な遷移の両方を示す。 

 

仕様ベ－ステスト（specification-based testing）： black box testing参照のこと。 

 

仕様ベ－ステスト設計技法（specification-based test design technique）： black box test design technique参照のこと。 

 

仕様ベ－スの技法（specification-based technique）： black box test design techniqueを参照のこと。 

 

証明（certification）： コンポ－ネント、システム、人が、定義された要求事項に従っていることを確認する手順。たとえば、試験

に合格するなど。 

 

書記（scribe）： レビュ－ミ－ティングで指摘された欠陥や、改善の提案を、所定の用紙に記録する人。筆記者は、記録が読み
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やすく、理解しやすいことに留意する必要がある。 

 

シンタックステスト〔構文テスト〕（syntax testing）： 入力定義域と出力定義域の定義を基にテストケ－スを設計するブラック

ボックステストの設計技法。 

 

信頼性（reliability）： あらかじめ決めた運用回数、または、指定した期間、決められた条件下で、必要な機能を果たせるソフト

ウェア製品の能力。[ISO9126] 

 

信頼性テスト（reliability testing）： ソフトウェア製品の信頼性を判定するテスト手順。 

 

信頼テスト（confidence test）： smoke testを参照のこと。 

 

信頼度成長モデル（reliability growth model）：コンポーネントやシステムのテストにおいて、信頼性に関する故障を発見し、

その欠陥を取り除いていくことで時間と共に信頼性が成長することを示すモデル。 

 

す 

 

遂行済み（の物）（exercised）： 入力値が、命令、判定、または他の構造的要素のような要素の実行を引き起こす時、テストケ

－スによってプログラム要素は遂行されると言われる。 

 

垂直トレ－サビリティ〔垂直追跡性〕（vertical traceability）： 開発ドキュメントからコンポ－ネントまでの各階層を通して

要件を追跡すること。 

 

水平トレ－サビリティ（horizontal traceability）： テスト関連ドキュメント（テスト計画書、テスト設計仕様書、テストケ－ス仕様

書、テスト手順仕様書、テストスクリプトなど）の階層を通して、あるテストレベルで対象となる要件を追跡すること。 

 

スクリプト言語（scripting language）： 実行可能テストスクリプトを書くプログラミング言語。テスト実行ツ－ル（たとえば、キャ

プチャ・プレイバックツ－ル）で使う。 

 

スクリプトテスト （scripted testing）： すでに記述されているテスト順序をたどることで実行するテスト方法。 

 

スタブ（stub）： 特定のコンポ－ネント（仮にAと呼ぶ）をテストするため、Aに呼び出される（特定目的のための最小限度の）コン

ポ－ネント。スタブがないと、実物ができるまで、開発やテストを待たねばならない。スタブは、最終的には、呼び出されるコンポ

－ネントで置き換える。[After IEEE610] 

 

ステ－タスアカウンティング（status accounting）： 構成管理の要素で、構成を効果的に管理する場合に必要となる情報を

記録、報告すること。必要情報には、承認済み構成識別表、承認済み構成に対する変更提案の状態表、承認済み変更の実施状態

の一覧表などがある。[IEEE610] 

 

ステ－トメント（statement）： プログラミング言語の実体。実行の最小単位。 

 

ステ－トメントカバレッジ（statement coverage）： テストスイ－トによって実行されたステ－トメントのパ－センテ－ジ。命

令（文）網羅とも呼ぶ。 

 

ステ－トメントテスト（statement testing）： ホワイトボックステストの設計技法で、命令文を実行するテストケ－スを設計す

る。 

 

ストレ－ジ（storage）： resource utilization参照のこと。 

 

ストレ－ジテスト（storage testing）： resource utilization testing参照のこと。 

 

ストレステスト（stress testing）： 予測または仕様化した負荷、もしくはメモリやサーバなどのリソースの可用性を低減したとき

の限界、または、それを超えた条件でシステムやコンポ－ネントを評価するテスト。[After IEEE610] performance testing,load testingも

21 



参照のこと。 

 

ストレステストツ－ル（stress testing tool）： ストレステストをサポートするツール。 

 

スペシファイドインプット（specified input）： 仕様から結果を予測した入力。 

 

スモ－クテスト（smoke test）： 定義・計画した全テストケ－スのサブセット。プログラムの必須機能が正常に動作することを確

認するのが目的で、コンポ－ネントやシステムの主要機能を網羅し、細かな点は無視する。日次のビルドやスモ－クテストは、産

業での最も効率的・効果的な実践方法のひとつ。intake testも参照のこと。 

 

スレッドテスト（thread testing）： コンポ－ネント統合テストの１つ。要件のサブセットを開発した後、コンポ－ネントを段階的

に統合する。階層レベルごとにコンポ－ネントを統合する方式とは対極に位置する。 

 

せ 

 

正確性（accuracy）： ソフトウェア製品が、必要な正確さを備え、正しい結果や効果、あるいは、承認範囲内の結果や効果を出

力する能力。[ISO9126] functionality testingも参照のこと。 

 

制御フロ－（control flow）： コンポ－ネントやシステムの実行における一連のイベント（パス） 

 

制御フロー分析（control flow analysis）：コンポーネントやシステムを実行するときのイベント（パス）のシーケンス表現をベ

ースにした静的解析の一種 

 

制御フロ－グラフ（control flow graph）： コンポーネントやシステムの実行における全てののイベント (パス) のシーケンス

を抽象表現したもの。 

 

制御フロ－パス（control flow path）： pathを参照のこと。 

 

成熟度（maturity）：  

 (1)プロセスや作業の有効性と効率に関する組織の能力。Capability Maturity Model、Test Maturity Modelも参照のこと。 

 (2)ソフトウェアの欠陥の結果として発生する故障を避けることのできるソフトウェア製品の能力。[ISO9126] reliabilityも参照のこと。 

 

静的アナライザ（static analyzer）： 静的解析を行うツ－ル。 

 

静的解析（static analysis）： （たとえば、要件またはコ－ドなどの）ソフトウェア成果物を実行せずに解析すること。 

 

静的解析ツ－ル（static analysis tool）： static analyzer参照のこと。 

 

静的コ－ドアナライザ（static code analyzer）： 静的コ－ド解析を実施するツ－ル。ソ－スコ－ドをチェックし、コ－ディン

グ基準や品質メトリクスへの準拠、デ－タフロ－の不整合などを検出する。 

 

静的コ－ド解析（static code analysis）： ソフトウェアを実行せずにソ－スコ－ドを解析すること。 

 

静的テスト（static testing）： そのソフトウェアの実行をせずに実施する仕様レベルまたは実装レベルのコンポ－ネントまた

はシステムのテスト。たとえば、レビュ－、または、静的コ－ド解析。 

 

性能（performance）： システムやコンポ－ネントが、処理時間やスル－プット率の制約内で、定義した機能を果たす度合。

[After IEEE610] efficiencyも参照のこと。 

 

性能テスト（performance testing）： ソフトウェア製品のパフォ－マンスを判定するためのテスト手順。efficiency testingも参照

のこと。 

 

性能テストツ－ル（performance testing tool）： 性能テストを支援するツ－ル。負荷生成機能とテストトランザクション測定
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機能の２つを備えることが多い。負荷生成機能は複数ユ－ザや大量の入力デ－タをシミュレ－トする。テストの実行中、選択したト

ランザクションの応答時間を計測・記録する。性能テストツ－ルは、テストのロギングをもとにしたレポ－トや、応答時間に対する負

荷のグラフを提供することが多い。 

 

性能プロファイル（performance profiling）：性能テスト、ロードテスト、ストレステストでの利用者のプロファイルの定義。プロ

ファイルには、コンポーネントやシステムの運用プロファイルをベースにした想定、もしくは実際の使い方や負荷の急変箇所を反

映しているべきである。 

 

製品受け入れテスト（production acceptance testing）：operational acceptance testingを参照のこと。 

 

セーフティクリティカルシステム（safety critical system）：故障や誤動作が人命や人々 への深刻な損害、もしくは機器へ

のダメージや環境被害となる可能性のあるシステム。 

 

セキュリティ（security）： プログラムとデ－タに対して、偶然または意図的な不正アクセスを防ぐソフトウェア製品の能力。

[ISO9126] functionalityも参照のこと。 

 

セキュリティツ－ル（security tool）： セキュリティツール：セキュリティの操作を支援するツール。 

 

セキュリティテスト（security testing）： ソフトウェア製品のセキュリティを判定するテスト。functionality testingも参照のこと。 

 

セキュリティテストツール（security testing tool）： セキュリティの脆弱性をテストするための支援をするツール。 

 

全数テスト（exhaustive testing）： テストのアプロ－チの１つ。テストスイ－トにより、入力値と事前条件の全組合わせをテスト

すること。 

 

そ 

 

相互運用性（interoperability）： １つ以上の指定されたコンポ－ネントやシステムと情報を交換できるソフトウェア製品の能力。

[After ISO9126] functionalityも参照のこと。 

 

相互運用性テスト（interoperability testing）： ソフトウェア製品の相互運用性を判定するテスト手順。functionality testingも参

照のこと。 

 

操作環境（operational environment）： ユ－ザや顧客のサイトにインスト－ルしたハ－ドウェアやソフトウェア。この環境で、

テスト中のコンポ－ネントやシステムを動作させる。操作環境のソフトウェアには、オペレ－ティングシステム、デ－タベ－ス管理

システム、その他のアプリケ－ションを含むこともある。 

 

操作性（operability）： ユ－ザがソフトウェア製品を・制御できるようにするソフトウェア製品の能力。[ISO9126] usability も参照の

こと。 

 

測定（measurement）： ある実体の特性を表すため、数字や種別を付加する手順。[ISO14598] 

 

測定尺度（measurement scale）： 実行するデ－タ分析の様式を限定する尺度。[ISO14598] 

 

測定値（measure）： 測定することによって、ある実体の特性に付加した数字や種別。[ISO14598] 

 

ソ－スステ－トメント（source statement）： statement参照のこと。 

 

ソフトウェア（software）：  コンピュ－タプログラム、プロシージャ。場合によればコンピュ－タシステムの運用に関連したド

キュメントとデ－タも含む。 

 

ソフトウェア・故障モード影響解析（software Failure Mode and EFFECT Analysis (SFMEA)）： Failure Mode and 

Effect Analysis (FMEA)を参照のこと。 
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ソフトウェア・故障モード影響・致命度解析（software Failure Mode EFFECT, and Criticality Analysis 

(SFMECA)）： 

Failure Mode and Effect, and Criticality Analysis (FMECA)を参照のこと。 

 

ソフトウェア攻撃（software attack）：attackを参照のこと。 

 

ソフトウェア製品特性（software product characteristic）： quality attribute参照のこと。 

 

ソフトウェアテストインシデント（software test incident）： incident参照のこと。 

 

ソフトウェアテストインシデントレポ－ト（software test incident report）： incident report参照のこと。 

 

ソフトウェアフィーチャ（software feature）： featureを参照のこと。 

 

ソフトウェア・フォールトツリー解析（software Fault Tree analysis (SFTA)）：Fault Tree Analysis (FTA）を参照のこと。 

 

ソフトウェア品質（software quality）： ソフトウェア製品の全体として、機能が、明示的、暗示的なニ－ズを満たしている能力。

[After ISO9126] 

 

ソフトウェア品質特性（software quality characteristic）： quality attribute参照のこと。 

 

ソフトウェア有用性測定一覧表（Software Usability Measurement Inventory (SUMI)）： コンポ－ネントまたはシス

テムのユ－ザ満足などの有用性を評価するための、有用性テスト技法に基づいた質問表。[Veenendaal] 

 

ソフトウェアライフサイクル（software life cycle）：ソフトウェアプロダクトの最初から最後、つまり企画段階から利用終了まで

の期間。ソフトウェアライフサイクルは通常、コンセプトフェーズ、要件フェーズ、設計フェーズ、実装フェーズ、テストフェーズ、イ

ンストールとチェックアウトフェーズ、運用と保守フェーズを含み、時に除去フェーズを含むこともある。これらのフェーズは重複す

ることもあるし、反復することもある。 

 

た 

 

大規模統合テスト（integration testing in the large）： system integration testingを参照のこと。 

 

タイムビヘイビア（time behavior）： performance参照のこと。 

 

ダ－ティテスト（dirty testing）： negative testingを参照のこと。 

 

妥当性確認（validation）： 検査、および、特定の使用法や応用に対する要件が満たされていることを客観的な証拠で確認す

ること。[ISO9000] 

 

段階表現（staged representation）：成熟度レベルとして確立したプロセスエリアののゴールに達したかを見るモデル構造で

あり、各レベルは次のレベルの土台となるよう組み立てられている。[CMMI] 

 

探索的テスト（exploratory testing）： 非公式なテスト設計技法の１つ。テストを実施する過程で、テスト担当者がテスト実施情

報を活用しながらテスト設計を制御し、積極的に質の高い新しいテストケ－スを設計する。[After Bach] 

 

ち 

 

チェック担当（checker）： reviewerを参照のこと。 
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置換性（replaceability）： 同じ環境で同じ目的のために使用している別ソフトウェア製品の代替として使用可能となるソフトウェ

ア製品の能力。[ISO9126] portabilityも参照のこと。 

 

中止基準（suspension criteria）： テストケ－スのすべて、または、一部のテスト作業を（一時的に）止める場合に参照する基

準。[After IEEE829] 

 

抽象的テストケ－ス（abstract test case）： high level test caseを参照のこと。 

 

注文ソフトウェア（bespoke software）： 特定ユ－ザや特定顧客専用に開発したソフトウェア。反対語は off-the-shelf software

（市販ソフトウェア）。 

 

Chow のカバレッジメトリクス（Chow's coverage metrics）： N-switch coverageを参照のこと。[Chow] 

 

直交表（orthogonal array）：特殊な数学的性質を使って構築した2次元の配列であり、配列の中から選択した2つの列から、そ

の配列の中の各値に対して全てのペアの組み合わせを提供する。 

 

直交表テスト（orthogonal array testing）：直交表を使った変数のオールペア組合せテストの体系的な方法。変数を全て組

み合わせたときの数をオールペア組合せでテストできるまでに減らす。pairwise testingも参照のこと。 

 

て 

 

低位レベルテストケ－ス（low level test case）： 入力デ－タ用の具体的な（実行レベルの）値と予期する結果を用いるテス

トケ－ス。ハイレベルテストケ－スからの論理演算子は、実効値によって置き換えられる。high level test caseも参照のこと。 

 

定義使用ペア（definition-use pair）： 変数の定義と、その変数の使用とを結合したもの。変数の使用の例として、計算（たと

えば、乗算）、パス実行の制御（述語的使用）がある。 

 

提供品（deliverable）： （業務用）製品の開発担当者以外に提供するあらゆる（業務用）製品。 

 

デイリ－ビルド（daily build）： システムやアプリケ－ション全体を毎日（通常、夜間）、コンパイル、リンクして作成する開発の

活動。これにより、最新の変更を反映した一貫性のあるシステム、アプリケ－ションにいつでもアクセスできる。 

 

デヴィエ－ション（deviation）： 逸脱。 incidentを参照のこと。 

 

デヴィエ－ションレポ－ト（deviation report）： 逸脱報告。 incident reportを参照のこと。 

 

適合テスト（conformance testing）： compliance testingを参照のこと。 

 

テクニカルレビュ－（technical review）： どのような技術的アプロ－チを取るかで意見を一致させることを目的とした、ピア

グル－プによるディスカッション。[Gilb and Graham, IEEE1028] peer reviewも参照のこと。 

 

デザインベ－ステスト（design-based testing）： テストに対するアプロ－チ法の１つ。コンポ－ネントやシステムの構造や

詳細設計を基にテストケ－スを設計するもの（たとえば、コンポ－ネントやシステム間のインタフェ－スのテスト）。 

 

デシジョンカバレッジ（decision coverage）： テストスイ－トによって用いられた、判定結果のパ－センテ－ジ。100%のデシ

ジョンカバレッジは、100%のbranch coverage（ブランチカバレッジ）と100%のstatement coverage（ステートメントカバレッジ）の両方を

意味する。 

 

デシジョンテ－ブル（decision table）： 入力と刺激（原因）、および、対応する出力と処理（結果）の組合わせを示す表。テスト

ケ－スの設計に利用できる。日本語で決定表とも呼ぶ。 

 

デシジョンテ－ブルテスト（decision table testing）： ブラックボックステスト設計技法の１つ。決定表にある入力と刺激（原

因）の組合わせを実行するテストケ－スを設計する。decision tableも参照のこと。 
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テスト（test）： ひとつ以上のテストケ－スの組み合わせ。[IEEE829] 

 

テスト（testing）： 成果物が定義した要件を満足するかを判定し、目的に合致することを実証し、欠陥を見つけるため、ソフトウェ

ア製品や関連成果物に対し、計画、準備、評価をすること。全てのライフサイクルを通じて実施する静的、動的なプロセス。 

 

テストアイテム（test item）： テストを実施する個々 の要素。通常、ひとつのテスト対象に対し、多数のテストアイテムがある。

test objectも参照のこと。 

 

テストアイテム送付レポ－ト（test item transmittal report）： release note参照のこと。 

 

テストアプロ－チ（test approach）： あるプロジェクトのためのテスト戦略を実現化したもの。この中には、（テスト実施）プロジ

ェクトのゴールと評価済みリスクを基に決めた決定事項、テストプロセスの開始ポイント、適用するテスト設計技法、テスト終了基準、

実施するテストタイプを含む。 

 

テストインシデント（test incident）： incident参照のこと。 

 

テストインシデントレポ－ト（test incident report）： incident report参照のこと。 

 

テストインフラ（test infrastructure）： テスト環境、テストツ－ル、オフィス環境、処理手続きから成るテストの実施に必要な構

造的な物。 

 

テストウェア（testware）： テストプロセスを通じて作成される、テストの計画、設計、実行に不可欠な物。たとえば、ドキュメント、

スクリプト、入力、予想結果、セットアップとクリ－ンアップの処理手順、ファイル、デ－タベ－ス、環境、その他、テストで使用する付

加的なソフトウェアやユ－ティリティなど。[After Fewster and Graham] 

 

テストオラクル（test oracle）： テスト対象のソフトウェアが実際に出力した結果とを比較する期待結果のソ－ス。オラクルは、

実在する（ベンチマ－ク用の）システム、ユ－ザマニュアル、個人の専門知識の場合があるが、コ－ドであってはならない。[After 

Adrion] 

 

テストカバレッジ（test coverage）： coverageを参照のこと。 

 

テスト環境（test environment）： テストの実行に必要なハ－ドウェア、計装、シミュレ－タ、ソフトウェアツ－ル、その他の支

援要素を含む環境。[After IEEE610] 

 

テスト完了基準（test completion criteria）： exit criteria参照のこと。 

 

テスト技法（test technique）： test design techniqueを参照のこと。 

 

テスト駆動型開発（test driven development）： 本体のソフトウェアを開発する前に、テストケ－スの開発（場合によると自

動化）するソフトウェア開発手法。 

 

テスト計画（test plan）： 計画されたテスト活動の狙い、アプロ－チ、リソ－ス、スケジュ－ルを記述するドキュメント。テストアイ

テム、テストすべきフィーチャ、タスク、各タスク担当者、テスト担当者の独立の度合、テスト環境、使われるテスト設計技法と開始・終

了基準、それらの選択の理論的根拠、それに代替計画を必要とするあらゆるリスクを特定する。これはテスト計画プロセスの記録で

ある。[After IEEE829] 

 

テスト計画作業（test planning）： テスト計画を作成し、更新すること。 

 

テストケ－ス（test case）： 入力値、実行事前条件、期待結果、そして、実行事後条件の組み合わせで、特定のプログラムパス

を用いることや指定された要件の遵守を検証することのような、特定の目的またはテスト条件のために開発されたもの。[After 

IEEE610] 

 

テストケ－ス仕様（test case specification）： テストアイテム用のテストケ－スの組み合わせ（目的、入力、テスト実行、期待
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される結果、実行事前条件）を規定するドキュメント。[After IEEE829] 

 

テストケ－ススイ－ト（test case suite）： test suite参照のこと。 

 

テストケ－ス設計技法（test case design technique）： test design technique参照のこと。 

 

テスト結果（test outcome）： result参照のこと。 

 

テスト結果（test result）： result参照のこと。 

 

テスト結果記録（test log）： テスト実行の詳細を時系列的に記録したもの。[IEEE829] 

 

テスト結果記録作業（test logging）： 実行されたテストの情報を記録するプロセス。 

 

テスト結果比較（test comparison）： テスト対象のコンポ－ネントやシステムの実行結果と期待結果の違いを明らかにする

手順。テスト比較は、テスト実行中（動的比較）、または、テスト実行後に実施する。 

 

テストプロセス（test process）： 基本的なテストプロセスは、テストの計画とコントロール、テストの分析と設計、テストの実装と

実行、終了基準の評価と報告、テスト終了作業によって構成される。 

 

テストコントロ－ル（test control）： 監視中に計画から外れていることを検出した場合、テストプロジェクトを軌道修正するた

めの対策を考えたり実施するテストマネジメントタスクのひとつ。test managementも参照のこと。 

 

テストサイクル（test cycle）： 特定可能な単一のテスト対象のリリ－スに対し、テストプロセスを実行すること。 

 

テスト再現性（test reproducibility）： テストを実行する度に、同じ結果を出力できるかどうかを示す特性。 

 

テストサマリレポ－ト（test summary report）： テスト作業と結果を要約した報告用ドキュメント。実行したテストケ－スがテ

スト終了基準を満足しているかの評価も含む。[After IEEE829] 

 

テストシチュエ－ション（test situation）： test condition参照のこと。 

 

テスト実行（test execution）： テスト対象のコンポ－ネントやシステムでテストを実行し、実際の結果を出力するプロセス。 

 

テスト実行技法（test execution technique）： 実際のテストを、手動または自動で実行する方法。 

 

テスト実行自動化（test execution automation）： たとえば記録・再生ツ－ルのようなソフトウェアを使用して、テストの実行、

実行結果と予想結果の比較、テスト条件の設定、その他のテスト制御やレポ－ト機能を実施すること。 

 

テスト実行スケジュ－ル（test execution schedule）： テスト手順を実行していくための計画。テスト実行スケジュ－ルに

は、テスト手順書の実際に実行する内容とその実行順を記述する。。 

 

テスト実行ツ－ル（test execution tool）： テストツ－ルの一種。キャプチャ・プレイバックのような自動化テストスクリプトを

使い、他のソフトウェアを実行できる。[Fewster and Graham] 

 

テスト実行フェ－ズ（test execution phase）： ソフトウェア開発ライフサイクル中で、ソフトウェア製品のコンポ－ネントを実

行し、要件を満たしているか判定する期間。[IEEE610] 

 

テスト実装（test implementation）：テストデータを考え出し、テスト手順の開発および優先度付けを行うプロセス。テストハー

ネスの準備や自動テストスクリプト記述を含むこともある。 

 

テスト失敗（test fail）： fail参照のこと。 

 

テスト自動化（test automation）： ソフトウェアを使って、テストマネジメント、テスト設計、テスト実行、結果チェックなどのテス
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ト作業の実行を支援すること。 

 

テストシナリオ（test scenario）： test procedure specification参照のこと。 

 

テスト終了作業（test closure）： テストプロセスのテスト終了作業フェ－ズの間、経験、テストウェア、事実、数字を纏めるため

に、デ－タは完了した活動から集められる。テスト終了作業フェ－ズはテストウェアの仕上げ、保管とテスト評価レポ－トの準備を

含むテストプロセスの評価から成る。test processも参照のこと。 

 

テスト仕様化技法（test specification technique）： test design technique参照のこと。 

 

テスト条件（test condition）： コンポ－ネントやシステムのアイテムやイベントで、 テストケ－スにより検証できもの。たとえ

ば、機能、トランザクション、品質特性、構造要素など。 

 

テスト仕様書（test specification）： テスト設計仕様、テストケ－ス仕様、テスト手順仕様から成るドキュメント。 

 

テスト進捗レポート（test progress report）：定期的に作成するテストの活動と結果をまとめたドキュメント。テスト活動の進捗

がベースライン（当初のテスト計画など）に沿っているか報告するため、かつリスクや代替案の決定が必要なマネジメント層へ伝え

るために作成する。 

 

テストスイ－ト（test suite）： テスト対象のコンポ－ネントまたはシステムのためにテストケ－スをまとめたもの。ひとつのテス

トの事後条件は、次のテストの事前条件として利用される。 

 

テストスケジュール（test schedule）：活動、タスク、またはテストプロセスのイベントに関して、開始日終了日、時間、依存関係

が識別できるリスト。 

 

テストスクリプト（test script）： 一般的にテスト手順を指して用いられる。特に自動化時のスクリプトを指す。 

 

テストステ－ジ（test stage）： test level参照のこと。 

 

テストセッション（test session）：テスト実行を続ける一定時間。探索的テストでは、各テストセッションはひとつのチャータに焦

点を当ててテストを行う。しかし、セッション中にテスターは新しい気づきや問題に対してもまた探索する。テスターはまとめてテス

トケースを考えて実行し、進捗を記録する。 exploratory testingも参照のこと 

 

テスト成熟度モデル（TMM)（Test Maturity Model (TMM)）： 能力成熟度モデル（CMM）に関連した、テストプロセス改善

のための５レベルのフレ－ムワ－クであり、 効果的なテストプロセスの重要要素を記述している。 

 

テスト成熟度モデル統合（test Maturity model Integrated (TMMi)）：能力成熟度モデル統合（CMMI）と関連させた5段

階からなるテストプロセス改善のためのフレームワークであり、効果的なテストプロセスのためのキーとなる要素を表現している。 

 

テスト設計（test design）： 

 (1) test design specificationを参照のこと。 

 (2)全般的なテストの目的を具体的なテスト条件とテストケースに変換するプロセス。 

 

テスト設計技法（test design technique）： テストケ－スを作成したり選択するための手順。 

 

テスト設計仕様（test design specification）： テストアイテムのテスト条件（網羅アイテム）、詳細なテストアプロ－チ、およ

び、関連するハイレベルテストケ－スを記述したドキュメント。[After IEEE829] 

 

テスト設計ツ－ル（test design tool）： テスト設計を支援するツール。たとえば要件マネジメントツールなどのCASEツール

のリポジトリに保存している仕様やテスト設計ツールの中に保存してある仕様化したテスト条件、またはコードからテスト用の入力を

生成する。 

 

テストセット（test set）： test suite参照のこと。 
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テスト戦略（test strategy）： テスト戦略：組織や(ある特定の or 複数の)プロジェクトで実施するテストレベルと各テストレベル

でのテスト内容を高位レベルで説明したもの。 

 

テスト対象（test object）： テストされるコンポ－ネントまたはシステム。test itemも参照のこと。 

 

テストタイプ（test type）： コンポ－ネントまたはシステムに相関する品質特性に向けたテスト活動の分類。各テストタイプは、

たとえば信頼性テスト、有用性テスト、回帰テストなどのように特定のテストの目的にフォ－カスしている。テストタイプはひとつまた

は複数のテストレベルまたはテストフェ－ズで行われる。[After TMap] 

 

テストタ－ゲット（test target）： テスト終了基準の集合。 

 

テスト担当者（tester）： コンポ－ネントやシステムのテストを実施する熟練した専門家。 

 

テストチャ－タ（test charter）： テストの目的を明記したもの。テスト実施法のアイデアを含む場合もある。探索的テストにて使

用することが多い。exploratory testingも参照のこと。 

 

テストツ－ル（test tool）： 計画、制御、仕様、初期ファイルやデ－タの作成、テスト実行、テスト分析等のテスト作業を支援する

ソフトウェア。[TMap] CASTも参照のこと。 

 

テスト手順（test procedure）： test procedure specification参照のこと。 

 

テスト手順仕様（test procedure specification）： テストの実行のために、一連の手順を指定するドキュメント。テストスクリ

プト、または、手動テストスクリプトとしても知られる。[After IEEE829] 

 

テストデ－タ（test data）： テスト実行前に実在する（たとえば、デ－タベ－スの中）デ－タであり、テスト対象のコンポ－ネント

やシステムに影響を与えたり、影響を受けるもの。 

 

テストデ－タジェネレ－タ（test generator）： test data preparation tool参照のこと。 

 

テストデ－タ準備ツ－ル（test data preparation tool）： テストに使うデ－タを選択（デ－タベ－ス内の実デ－タなど）、ま

たは、作成、生成、操作、編集をするためのツ－ル。 

 

テストドライバ（test driver）： driver参照のこと。 

 

テスト入力デ－タ（test input）： テスト実行中にテストオブジェクトが外部ソ－スから受け取ったデ－タ。外部ソ－スは、ハ－

ドウェア、ソフトウェア、人の場合がある。 

 

テストの目的（test objective）： テストを設計、実行する理由や目的。 

 

テストパス（test pass）： pass参照のこと。 

 

テストハ－ネス（test harness）： テスト実行に必要なスタブやドライバから成るテスト環境。 

 

テストパフォ－マンスインジケ－タ（test performance indicator）： テストをよい方向へ導き制御するために利用する有

効性と効率のハイレベルなメトリクス。たとえば、欠陥検出率(DDP)。 

 

テスト比較ツ－ル（test comparator）： テスト実行時の実際の結果と期待結果との比較を自動的に実施するテストツール。 

 

テスト評価レポ－ト（test evaluation report）： 全てのテスト作業と結果を要約した、テストプロセスの最後に作るドキュメント。

テスト手順の評価と、学んだ教訓を含むこともある。 

 

テストフェ－ズ（test phase）： テスト活動をプロジェクト中で管理（マネジメント）しやすいフェ－ズにまとめた組み合わせ。た

とえば、あるテストレベルの実行活動。[After Gerrard] 

 

29 



テストプロセス改善（TPI）（Test Process Improvement (TPI)）： 特にシステムテストと受け入れテストを対象にした、テ

ストプロセスの効率を上げるための重要な要素が記述してある、テストプロセス改善のための連続したフレ－ムワ－ク。 

 

テストベ－ス（test basis）： コンポ－ネント要件やシステム要件を推測できる全てのドキュメント。これらのドキュメントがテスト

ケ－スのベースとなる。公式な改訂手順を経ないとドキュメントの改訂ができない場合、そのテストベースを「凍結テストベース」と

呼ぶ。[After TMap] 

 

テストベッド（test bed）： test environment参照のこと。 

 

テストポイント分析（TPA）（Test Point Analysis (TPA)）： ファンクションポイント分析を基に、数式でテストの必要リソ－ス

を見積もる方法。[TMap] 

 

テストポリシ－（test policy）： 組織にとってのテストにかかわる原理原則、アプロ－チ、主要な目的を記述するハイレベルの

ドキュメント。 

 

テストマネジメント（test management）： テスト活動の計画、見積り、監視、制御。主としてテストマネ－ジャによって実施され

る。 

 

テストマネジメントツ－ル（test management tool）： テストプロセスの管理と制御を支援するツ－ル。テストウェア管理、テ

ストスケジュ－リング、結果の記録、進捗管理、インシデント管理、テスト報告等の能力を持つことが多い。 

 

テストマネ－ジャ（test manager）： テストの活動とリソースのマネジメント、テスト対象の評価に責任を持つ個人。テストプロジ

ェクトを指揮、コントロール、運営し、テスト対象の評価を計画し実施する。 

 

テスト見積（test estimation）：各種概算結果(e.g.工数（effort spent）, 完了日（completion date）,コスト（costs involved）, テストケー

ス数（number of test cases）, など) 。ただし、入力情報が完全ではなく不確か、もしくは余計な情報を含む可能性もある。 

 

テストモニタリング（test monitoring）： テストプロジェクトの状態の周期的なチェックに関連した活動を扱うテスト管理タスク。

実際の活動と計画した活動を比較した報告が準備される。test managementも参照のこと。 

 

テスト容易化要件（testable requirements）： 要件が満たされているかどうかを判定するために、テストの設計（と、テストケ

－スの作成）や実行が可能となる要件の度合。[After IEEE610] 

 

テスト容易性（testability）： 変更されたソフトウェアがテストしやすいかどうかを示すソフトウェア製品の能力。[ISO9126] 

maintainabilityも参照のこと。 

 

テスト容易性レビュ－（testability review）： テストプロセスの入力ドキュメントとして十分な品質レベルにあるかどうかを判

定するため、 テストベ－スを詳細にチェックすること。[After TMap] 

 

テスト要件（test requirement）： test condition参照のこと。 

 

テストラン（test run）： テスト対象を特定のバ－ジョンでテストの実行すること。 

 

テストランログ（test run log）： test log参照のこと。 

 

テストリグ（test rig）：test environmentを参照のこと。 

 

テストリ－ダ（test leader）： test managerを参照のこと。 

 

テストレコ－ディング〔テスト結果記録作業〕（test recording）： test loggingを参照のこと。 

 

テストレコ－ド〔テスト結果記録〕（test record）： test logを参照のこと。 

 

テストレベル（test level）： 組織的に管理されるテスト作業のグル－プ。テストレベルはプロジェクトの責任に対応する。テスト
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レベルの例には、コンポ－ネントテスト、統合テスト、システムテスト、受け入れテストがある。[After TMap] 

 

テストレポ－ト（test report）： test summary reportを参照のこと。 

 

デ－タ完全性テスト（data integrity testing）： database integrity testingを参照のこと。 

 

デ－タ駆動テスト（data driven testing）： スクリプト作成技術の１つ。テスト入力と予想結果をテ－ブルやスプレッドシ－トに

格納し、１つの制御スクリプトでテ－ブル中の全テストを実行するもの。キャプチャ/プレイバックツ－ルのような、テスト実行ツ－ル

のアプリケ－ションで使うことが多い。[Fewster and Graham] keyword driven testingも参照のこと。 

 

デ－タ定義（data definition）： 変数に値を割り当てる実行命令文。 

 

デ－タフロ－（data flow）： デ－タオブジェクトの順序と、起こり得る状態の変化を抽象的に表現したもの。オブジェクトの状態

は、生成、使用、破棄のいずれかになる。[Beizer] 

 

デ－タフロ－解析（data flow analysis）： 変数の定義と用法を基にした静的解析のひとつ。 

 

デ－タフロ－カバレッジ（data flow coverage）： 「変数の定義・使用」を１組とし、テストスイ－トがどれだけ実行したかをパ

－センテ－ジで表したもの。 

 

デ－タフロ－テスト（data flow testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。変数の「定義と使用」の組を実行するように

テストケ－スを設計する。 

 

デ－タベ－ス完全性テスト（database integrity testing）： デ－タ（ベ－ス）をアクセス・管理する方法や手順をテストする

こと。アクセス方法、手順、デ－タ規約が期待通りに動作すること、デ－タベ－スへのアクセス中にデ－タが破壊されたり、期待に

反して削除、更新、作成されないことを確認する。 

 

ディフェクトマスキング（defect masking）： ひとつの欠陥が他の欠陥の発見を妨げる現象。[After IEEE610] 

 

デシジョンテスト（decision testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。判定を実行するテストケ－スを設計する。 

 

手続きテスト（procedure testing）：コンポーネントやシステムが、新規、もしくは現行利用者のビジネス手順、または運用手順

と共に運用できることの確保を目的にしたテスト。 

 

デッドコ－ド（dead code）： unreachable codeを参照のこと。 

 

デバッガ（debugger）： debugging toolを参照のこと。 

 

デバッグ（debugging）： ソフトウェアの故障の原因を見つけて、分析して、取り除くプロセス。 

 

デバッグツ－ル（debugging tool）： 故障を再現して、プログラムの状態を調査し、対応した欠陥を見つけるために、プログラ

マが使用するツ－ル。デバッガは、プログラムの変数をセットし検査するために、どのプログラム命令の場所でもプログラムを停止

したり、プログラムを１ステップずつ実行したりできる。 

 

と 

 

統計的テスト（statistical testing）： 入力の統計的な分散モデルを使い、代表的なテストケ－スを作成するテスト設計技法。

operational profile testingも参照のこと。 

 

凍結テストベ－ス（frozen test basis）： 公式な変更制御手順によってのみ、改訂が可能なテストベ－スドキュメント。baseline も参

照のこと。 
 
統合（integration）： コンポ－ネントやシステムを組合わせ、さらに大きな集合体を作る手順。 
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統合テスト（integration testing）： 統合したコンポ－ネントやシステムのインタ－フェ－スや相互作用の欠陥を摘出するため

のテスト。component integration testing、および、system integration testingも参照のこと。 

 

同時処理テスト（concurrency testing）： 同じ時間幅内に発生した２つ以上の処理をコンポ－ネントやシステムがどう扱うか

（処理を分割して交互に実行したり、並列に実行するなど）を判定するためのテスト。[After IEEE610] 

 

到達不能コ－ド（unreachable code）： 到達できないため、実行不能なコ－ド。 

 

同値クラス（equivalence class）： equivalence partitionを参照のこと。 

 

同値分割（equivalence partition）： 仕様上、コンポ－ネントやシステムの動作が同じと見なせる入力定義域や出力定義域の

部分。 

 

同値分割カバレッジ（equivalence partition coverage）： テストスイ－トが実行した同値領域のパ－センテ－ジ。 

 

同値分割法（equivalence partitioning）： ブラックボックステスト設計技法の１つ。同値領域から代表値をを実行するテストケ

－スを設計する。最低1回各同値領域を実行するように設計するのが原則。 

 

動的解析（dynamic analysis）： 実行中のシステムやコンポ－ネントの動作（たとえば、メモリ－の使用効率、CPU の使用状

況）を評価するプロセス。[After IEEE610] 

 

動的解析ツ－ル（dynamic analysis tool）： ソフトウェアコ－ドの状態に関する実行時（ランタイム）情報を提供するツ－ル。

未割当てのポインタの検出、チェックポインタの計算、メモリの割当て・使用・解放のチェック、メモリリ－クの検出で使うことが多い。 

 

動的テスト（dynamic testing）： コンポ－ネントやシステムのソフトウェアを実行させて確認するテスト。 

 

動的比較（dynamic comparison）： （たとえば、テスト実行ツ－ルを使用し）ソフトウェアの実行中に、実際の結果と予想結果を

比較すること。 

 

ドキュメンテ－ションテスト（documentation testing）：  ユ－ザガイドやインスト－ルガイドのような手引書の品質をテスト

すること。 

 

独立性（independence of testing）： 責任を分離すること。これにより、客観的なテストを促進できる。[After DO-178b] 

 

トップダウンテスト（top-down testing）： 統合テストを段階的に実施する方法。コンポ－ネント階層の最上位にあるコンポ－

ネントからテストを開始する。下位レベルのコンポ－ネントは、スタブでシミュレ－ションする。上位コンポ－ネントのテストが終了

すると、それを使って、下位コンポ－ネントをテストする。このプロセスは、最下位レベルのコンポ－ネントをテストするまで繰り返

す。integration testingも参照のこと。 

 

ドメイン（domain）： デ－タの集合。ここから、有効な入力値や出力値を選ぶ。 

 

ドライバ（driver）： コンポ－ネントやシステムを制御したり呼出す上位コンポ－ネントの代わりとなるソフトウェアコンポ－ネント

やテストツ－ル。[After TMap] 

 

トレ－サビリティ（traceability）： ドキュメントとソフトウェアの関連事項（たとえば、ある要件と、それを検証するテストケ－ス）を

特定する能力。horizontal traceability、vertical traceabilityも参照のこと。 

 

に 

 

入力（input）： コンポ－ネントが読む変数。コンポ－ネント内部または外部にある。 

 

入力値（input value）： 入力のインスタンス。inputも参照のこと。 
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入力ドメイン（input domain）： 入力値の集合。この集合から、有効なテストの入力値を選択する。domainも参照のこと。 

 

の 

 

能力成熟度モデル（CMM)（Capability Maturity Model (CMM)）： 効率的なソフトウェアプロセスの重要要素を５段階に分

類して定義した枠組み。ソフトウェアの開発・保守における計画、製造、管理（マネジメント）でのベストプラクティスをカバ－する。

[CMM] 

 

能力成熟度モデル統合（CMMI)（Capability Maturity Model Integration (CMMI)）： 効率的に製品を開発・保守するた

めのプロセスの重要要素を記述した枠組み。製品の開発・保守における計画、製造、マネジメントでのベストプラクティスをカバ－

する。CMMIはCMMの正式後継版。[CMMI] 

 

は 

 

ハイパーリンク（hyperlink）：ウェブページで、他のウェブページへ導くためのポインタ。 

 

ハイパーリンクツール（hyperlink tool）：ウェブサイトに壊れたハイパーリンクがないことをチェックするためのツール。 

 

バグ（bug）： defectを参照のこと。 

 

バグ追跡ツール（bug tracking tool）： defect management toolを参照のこと。 

 

バグ分類法（bug taxonomy）：defect taxonomyを参照のこと。 

 

バグレポート（bug report）： defect reportを参照のこと。 

 

ハザード分析（hazard analysis）：リスクの要素を特徴つけるために使う技法。ハザード分析の結果はシステム開発やテストの

ために使う方法論を牽引する。risk analysisも参照のこと。 

 

バ－ジョンコントロ－ル（version control）： configuration controlを参照のこと。 

 

パス〔合格〕（pass）： 実際の結果が予想結果と一致した場合、テストは「合格」と見なす。 

 

パス（path）： コンポ－ネントやシステムで、開始点から終了点へ至る一連のイベント（たとえば、実行命令文）。 

 

パスカバレッジ（path coverage）： テストスイ－トが実行したパスのパ－センテ－ジ。100%のパスカバレッジは 100%の

LCSAJカバレッジを意味する。 

 

パスセンシタイジング（path sensitizing）： あるパスを実行させるため、入力値の組み合わせを選択すること。 

 

パステスト（path testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。パスを実行するようテストケ－スを設計する。 

 

バックツ－バックテスト（back-to-back testing）： ふたつまたはそれ以上の異なるコンポ－ネントまたはシステムにおい

て、同じ入力で実行し、出力を比較し、相違を調べるテスト。[IEEE610] 

 

バッファ（buffer）：一時的にデータを保管するために使うデバイスもしくはストレージの領域。データのやり取りや利用にかかわ

るデバイスもしくはプロセスによるデータフローの割合の違いやイベントの発生率やタイミングの違い、データ量の違いに対処す

ることができる。[IEEE 610] 

 

バッファオーバーフロー（buffer overflow）：固定長のバッファの境界を越えてデータを保管するプロセスによる試みに起因
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して、結果的に隣接するメモリ領域を上書きしたり、オーバーフロー例外が発生してしまうなどのメモリアクセスの欠陥。bufferも参照

のこと。 

 

パ－ティションテスト（partition testing）： equivalence partitioningを参照のこと。[Beizer] 

 

パフォ－マンスインジケ－タ（performance indicator）： 効果や効率を示す高レベルのメトリクス。開発を制御し、方向性を

決めるために利用する。たとえば、ソフトウェア開発のためのリ－ドタイムの遅れ。[CMMI] 

 

判定（decision）： 制御フロ－として、２つ以上のル－トがあるプログラムポイント。分岐を切り分けるため、２つ以上のリンクを持

ったノ－ド。 

 

判定結果（decision outcome）： 判定の結果（これにより、どの分岐を選択するかが決まる）。 

 

判定条件カバレッジ（decision condition coverage）： テストスイ－トが実行した条件と判定のパ－センテ－ジ。100%の判

定条件カバレッジは、100%の条件カバレッジと100%のデシジョンカバレッジを意味する。 

 

判定条件テスト（decision condition testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。条件とデシジョンカバレッジを実行

するようテストケ－スを設計する。 

 

反復開発モデル（iterative development model）： プロジェクトをいくつかの（通常は、多数の）反復部分に分割して開発す

るライフサイクルの一種。ひとつの反復部分は、完全な開発ル－プを形成しており、実行可能製品を（内部、あるいは、外部へ）リリ

－スする。この実行可能製品は、開発している最終製品のサブセットであり、開発を反復することで最終製品に至る。 

 

ひ 

 

ピアレビュ－（peer review）： 欠陥を検出して修正するため、製品開発を担当している同僚がソフトウェア成果物をレビュ－す

ること。たとえばインスペクション、テクニカルレビュ－、ウォ－クスル－。 

 

比較ツ－ル（comparator）： test comparatorを参照のこと。 

 

非機能テスト（non-functional testing）： コンポ－ネントやシステムで、機能に関係しない特性のテスト。たとえば、信頼性、

効率性、有用性、保守性、移植性のテスト。 

 

非機能テスト設計技法（non-functional test design techniques）： 非機能テストケ－スを設計し、選択するための手順。

コンポ－ネントやシステムの内部構造を参照することなく、仕様の分析を基に設計する。black box test design technique も参照のこ

と。 

 

非機能要件（non-functional requirement）： 機能以外の要求。信頼性、効率性、有用性、保守性、移植性に関係する要件。 

 

非公式レビュ－（informal review）： 公式な（文書化した）処理手続きに従わないレビュ－。 

 

ビジネスプロセステスト（business process-based testing）： ビジネスプロセスの記述や知識を基にテストケ－スを設計

するテスト手法。 

 

ビッグバンテスト（big-bang testing）： 統合テストの一形式。ソフトウェアの構成要素、ハ－ドウェアの構成要素、または両方

を、段階的にではなく、一挙にコンポ－ネントやシステムに結合して実施する。 [After IEEE610] integration testingも参照のこと。 

 

否定テスト（negative testing）： コンポ－ネントやシステムが、正しく機能しないことを証明するためのテスト。否定テストは、

特別のテストアプロ－チやテスト設計技法ではなく、テスト担当者の意向を反映したもの。たとえば、無効入力値や例外値を用いた

テスト。[After Beizer] 

 

ビ－バギング（bebugging）： fault seedingを参照のこと。[Abbott] 
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ヒュ－リスティック評価（heuristic evaluation）： ユ－ザインタ－フェイスが、一般に認められた有用性規則を遵守している

かどうかを判定するための静的な有用性テスト技法。（いわゆる、ヒュ－リスティックス〔発見的方法〕） 

 

評価（evaluation）： testingを参照のこと。 

 

標準ソフトウェア（standard software）： off-the-shelf software参照のこと。 

 

標準テスト（standards testing）： compliance testing参照のこと。 

 

品質（quality）： コンポ－ネント、システム、プロセスが、指定された要求、ユ－ザ、顧客のニ－ズ、期待を満たす度合。[After 

IEEE610] 

 

品質コスト（cost of quality）：品質にかかる活動や問題のトータルコスト。予防コストと評価コスト、内部失敗コスト、外部失敗コス

トというように分ける場合が多い。 

 

品質特性（quality attribute）： アイテムの品質に影響を与える機能や特性。[IEEE610] 

 

品質特性（quality characteristic）： quality attributeを参照のこと。 

 

品質保証（quality assurance）： 品質管理（マネジメント）の一部。品質要件を満たしていることの自信度に焦点を当てている。

[ISO9000] 

 

品質マネジメント（quality management）： 品質に関して、組織を管理、制御するためのコ－ディネイトされた活動。一般に、

品質関連の管理や制御は、品質方針と品質目標、品質計画、品質制御、品質保証、品質改善の制定を伴う。[ISO9000] 

 

ふ 

 

ファンクションポイント法（Function Point Analysis (FPA)）： 情報処理システムの機能の大きさを測定する方法。ＦＰＡで

の測定は、対象技術に依存しない。生産性測定、必要リソ－スの見積もり、プロジェクト制御のベ－スとして利用できる。 

 

V 字モデル（V-model）： 要求仕様からメンテナンスまでのソフトウェア開発ライフサイクル活動を記述するための枠組み。 

 

フィ－チャ（feature）： 要求仕様ドキュメントで、明示的、暗示的に規定したコンポ－ネントやシステムの特性となる機能群（たと

えば、信頼性、有用性、設計上の制約など）。[After IEEE1008] 

 

フィ－ルドテスト（field testing）： beta testingを参照のこと。 

 

フェ－ズテスト計画（phase test plan）： 主に、ひとつのテストフェ－ズを扱うテスト計画。test planも参照のこと。 

 

フォ－ルト（fault）： defectを参照のこと。 

 

フォ－ルト検出率（Fault Detection Percentage (FDP)）： Defect Detection Percentage(DDP)を参照のこと。 

 

フォールト攻撃（fault attack）：attackを参照のこと。 

 

フォールトシーディング（fault seeding）：残存欠陥数の見積もりや検出、除去の割合を監視する目的でシステムやコンポーネ

ントに既知の欠陥を意図的に加えるプロセス。[IEEE 610] 

 

フォールトシーディングツール（fault seeding tool）：システムやコンポーネントにフォールトを埋め込む（つまり、意図的に

挿入する）ためのツール。 

 

フォ－ルトツリ－解析（Fault Tree Analysis (FTA)）： FTA。フォールト（欠陥）の原因分析で使用する方法。故障やヒュー

マンエラーと原因となる特定の顕在化したフォールトと結合できる外部イベントの論理的関係を視覚的なモデルにする技法。 
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フォ－ルトトレランス（fault tolerance）： ソフトウェアフォールト（欠陥）や、インタフェ－ス違反が発生した場合でも、あるレ

ベルの性能を維持できるソフトウェア製品の能力。[ISO9126] reliability, robustnessも参照のこと。 

 

フォ－ルトマスキング（fault masking）： defect maskingを参照のこと。 

 

フォ－ルト密度（fault density）： defect densityを参照のこと。 

 

複合条件（compound condition）： 論理演算子（AND、OR、またはXOR）によってふたつまたはそれ以上の単一条件が結合

されたもの。たとえば、「A>B AND C>1000」。 

 

複合条件（multiple condition）： compound conditionを参照のこと。 

 

複合条件カバレッジ（multiple condition coverage）： テストスイ－トが、ひとつの命令文中で、全ての単一条件の組み合

わせを実施したパ－センテ－ジ。100%の複数条件カバレッジは、100%の条件判定カバレッジを意味する。 

 

複合条件テスト（multiple condition testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。（ひとつの命令文中の）単一条件の組

み合わせを実行するテストケ－スを設計する技法。 

 

複雑度（complexity）： コンポ－ネントやシステムの設計・内部構造において、理解、保守、検証することが難しい度合。

cyclomatic complexityも参照のこと。 

 

不正（anomaly）： 要求仕様、設計ドキュメント、ユ－ザドキュメント、標準などから期待する事象、直感、経験から逸脱するあらゆ

る状態。レビュ－、テスト、分析、コンパイルをする中で検出できるが、それだけにとどまらず、ソフトウェアや該当するドキュメント

を利用するときに検出できることもある。[IEEE1044] bug,defect、deviation、error、fault、incident、problemも参照のこと。 

 

不適合（non-conformity）： 指定の要求を満足しないこと。[ISO9000] 

 

ブラックボックス技法（black-box technique）： black box test design techniqueを参照のこと。 

 

ブラックボックステスト（black-box testing）： コンポ－ネントまたはシステムの内部構造の照会なしで行う、機能的ないし非

機能的なテスト。 

 

ブラックボックステスト設計技法（black-box test design technique）： コンポ－ネントやシステムの内部構造を参照す

ることなく、機能仕様や非機能仕様を分析することでテストケ－スを設計、選択する手順。 

 

ブランチ（branch）： 分岐。基本ブロックの１つ。２つ以上のプログラム・パスから１つを選べるプログラム構造をもとに、実行を選

択する。たとえば、case、jump、go to、if-then-else。 

 

ブランチカバレッジ（branch coverage）： テストスイ－トによって用いられた分岐のパ－センテ－ジ。100%のブランチカバレ

ッジは100%のデシジョンカバレッジと100%のステートメントカバレッジの両方を意味する。分岐網羅とも呼ぶ。 

 

ブランチコンデション（branch condition）： 分岐条件。 conditionを参照のこと。 

 

ブランチコンデションカバレッジ（branch condition coverage）： condition coverageを参照のこと。 分岐条件網羅率とも呼

ぶ。 

 

ブランチコンデション組合せカバレッジ（branch condition combination coverage）： multiple condition coverageを参照

のこと。 

 

ブランチコンデション組合せテスト（branch condition combination testing）： multiple condition testingを参照のこと。 

 

ブランチテスト（branch testing）： ホワイトボックステスト設計技法の１つ。分岐を実行するためのテストケ－スを設計する。 
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振り返りミーティング（retrospective meeting）：プロジェクトチームの間でプロジェクトを評価し、次のプロジェクトに適用す

ることができる教訓を学ぶために行うプロジェクト終了時のミーティング。 

 

振る舞い（behavior）： 入力値や事前条件の組み合わせに対する、コンポ－ネントやシステムの反応。 

 

プログラムインスツルメンタ（program instrumenter）： instrumenterを参照のこと。 

 

プログラムテスト（program testing）： component testingを参照のこと。 

 

プロジェクト（project）： 制御の対象となる作業のユニ－クな組合せ。時間、コスト、リソ－スの制約を含む要求事項に準拠して、

目標を完成させるための作業であり、開始日付と終了日付がある。[ISO9000] 

 

プロジェクトテスト計画（project test plan）： master test planを参照のこと。 

 

プロジェクトリスク（project risk）： （テスト）プロジェクトの管理（マネジメント）と制御（コントロ－ル）に関係するリスク。たとえ

ば、スタッフの不足、厳しい締め切り、変更管理などがこれに当たる。riskも参照のこと。 

 

プロセス（process）： 相互関係のある動作の組み合わせ。入力を出力に変換する。[ISO12207] 

 

プロセス改善（process improvement）：組織のプロセスの成熟度とパフォーマンスを改善するために設計した活動プログラ

ムとその結果。[CMMI] 

 

プロセスサイクルテスト（process cycle test）： ブラックボックステスト設計技法の１つ。ビジネスの処理手続きや手順を実

行するためのテストケ－スを設計する。 [TMap] procedure testingも参照のこと。 

 

プロダクトリスク（product risk）： テスト対象に直接関係するリスク。riskも参照のこと。 

 

ブロックドテストケ－ス（blocked test case）： 事前条件を満足できないため、実行不能のテストケ－ス。 

 

プローブ効果（probe effect）： 性能テストツールやモニタなどでコンポーネントやシステムを測定する場合、測定ツールによ

って埋め込まれる計測のためのコード（インスツルメント）がコンポーネントやシステムに及ぼす影響。たとえば、性能テストツール

を使うことによって、パフォーマンスは若干悪化する。 

 

へ 

 

ペアテスト（pair testing）： ふたり（たとえば、テスト担当者２名、開発担当者とテスト担当者が１名ずつ、エンドユ－ザとテスト担

当者が１名ずつ）が、共同で欠陥を見つけること。テスト期間中、ふたりで１台のコンピュ－タを共有し、交互に使用することが多

い。 

 

ペアプログラミング（pair programming）： ソフトウェア開発のアプロ－チの１つ。１台のコンピュ－タを共有するふたりのプ

ログラマが、（製品用、テスト用の）コ－ドを書く。これにより、コ－ドレビュ－をリアルタイムに実施できることを期待している。 

 

ペアワイズテスト（pairwise testing）：入力パラメータの各ペアを、設定可能な個々 の組合せの全てで実行するためのテスト

ケースを設計するブラックボックスのテスト設計技法。orthogonal array testingも参照のこと。 

 

ベ－シックブロック（basic block）： 分岐を含まない１つ以上の連続した実行命令文。制御フローグラフにおける接点がベー

シックブロックを表す。 

 

ベ－ステストセット（basis test set）： コンポ－ネントの内部構造や仕様から設計した一連のテストケ－ス。目標とする網羅基

準の100%カバ－を目的とする。 

 

ベストプラクティス（best practice）： 与えられた状況下で、組織の作業効率や品質改善に寄与する優れた方法や革新的な

実践法。同業他社から、「最善」と認められることが多い。 
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ベ－スライン（baseline）： 公式のレビュ－、承認を受けた仕様やソフトウェア製品。将来の開発の基礎となることを意図してお

り、変更は公式の管理プロセスによってのみ可能。[After IEEE610] 

 

ベ－タテスト（beta testing）：  製品開発環境以外の外部環境で、現在、あるいは、将来のユ－ザや顧客が実施するテスト。コ

ンポ－ネントやシステムが、ユ－ザや顧客のニ－ズを満たし、ビジネスプロセスに適合するかを判定する。マ－ケットからのフィ

－ドバックを得るため、既成ソフトウェアの外部受け入れテストの一形式として用いることが多い。 

 

変異解析（mutation analysis）： テストスイ－トの完全性を判定する方法の１つ。どの程度のプログラムの変形（変異）をテスト

スイ－トが識別できるかを測定する。 

 

ミューテーションテスト（mutation testing）： back-to-back testingを参照のこと。 

 

変換テスト（conversion testing）： 現行システムから別システム用にデ－タ変換するソフトウェアに対するテスト。 

 

変更コントロ－ル（change control）： configuration controlを参照のこと。 

 

変更コントロ－ル委員会（change control board）： configuration control boardを参照のこと。 

 

変更条件判定カバレッジ（MC／DC）（modified condition decision coverage）： condition determination coverageを参照

のこと。 

 

変更条件判定テスト（modified condition decision testing）： condition determination coverage.を参照のこと。 

 

変更性（changeability）： 条件指定された改修が履行されることを可能にするためのソフトウェア製品の能力。[ISO9126] 

maintainabilityも参照のこと。 

 

変更複合条件テスト（modified multiple condition testing）： condition determination testingを参照のこと。 

 

変更複合条件カバレッジ（modified multiple condition coverage）： condition determination coverageを参照のこと。 

 

変数（variable）： ソフトウェアプログラムから名前を参照することでアクセスできる。コンピュ－タ中のストレ－ジの要素。 

 

ベンチマ－クテスト（benchmark test）：  

(1) 測定や比較のベ－スとなる標準。 

(2) コンポ－ネントやシステム同士の比較、または、(1)の標準と比較するためのテスト。[Ａｆｔｅｒ IEEE610] 

 

ほ 

 

ポインタ（pointer）：他のデータアイテムのロケーションを指定するデータアイテム。たとえば、処理される次の従業員レコード

アドレスを指定したデータアイテム [IEEE 610] 

 

法令遵守（compliance）： 法律や類似規則の標準、協定、規定を遵守するソフトウェア製品の能力。[ISO9126] 

 

法令遵守テスト（compliance testing）： コンポ－ネントやシステムの法令遵守を判定するテストのプロセス。 

 

保守性（maintainability）： ソフトウェア製品の変更の容易さ。変更には、欠陥の修正、新しい要求を支援するための変更、将

来の保守性を上げるための変更、稼動環境の変更に対応するソフトウェア製品の変更などがある。[ISO9126] 

 

保守性テスト（maintainability testing）： ソフトウェア製品の保守性を判定するテスト手順。 

 

保守性テスト（serviceability testing）： maintainability参照のこと。 
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保守テスト（maintenance testing）： 運用システム自体の変更や、稼働環境の変更が運用システムに与える影響をテストする

こと。 

 

ボトムアップテスト（bottom-up testing）： 段階的に統合テストを進める手法の１つ。最下位レベルのコンポ－ネントを最初に

テストし、そのコンポ－ネントを利用して上位コンポ－ネントをテストする方式。最上位コンポ－ネントをテストするまで、この手順を

繰り返す。integration testingも参照のこと。 

 

ボリュ－ムテスト（volume testing）： システムに大量のデ－タをかけるテスト。resource-utilization testing参照のこと。 

 

ホワイトボックス技法（white-box techniques）： white-box test design techniquesを参照のこと。 

 

ホワイトボックステスト（white-box testing）： コンポ－ネントまたはシステムの内部構造の分析を基にしたテスト。 

 

ホワイトボックステスト設計技法（white-box test design technique）： コンポ－ネントやシステムの内部構造の分析を

基にテストケ－スを設計、選択する手順。 

 

ま 

 

マイルストン（milestone）： 指定した（中間）提供品や成果物を提供するプロジェクト日程上の１つの時点。 

 

マスタ－テスト計画（master test plan）： 通常、複数のテストレベルを扱うテスト計画。test planも参照のこと。 

 

マネジメントレビュ－（management review）： ソフトウェアの購入、提供、開発、運用、保守を体系的に評価すること。管理者

や管理者の代理者が、進捗を監視し、計画やスケジュ－ルの状態を判定し、要求やシステム割り当てを確認し、目的遂行用に最適

化されるよう管理アプロ－チの効率を評価する。[After IEEE610, IEEE1028] 

み 

 

魅力性（attractiveness）： ユ－ザに対して魅力的であるためのソフトウェア製品の能力。[ISO9126] usabilityを参照のこと。 

 

め 

 

メトリクス（metric）： 測定尺度、および、測定方法。[ISO14598] 

 

メモリリ－ク（memory leak）： プログラムの動的記憶装置割り当てロジックの中の欠陥。この欠陥により、メモリ使用後の再要求

失敗が発生し、将来、メモリ不足によりプログラムが動かなくなる。 

 

メンテナンス（maintenance）： リリ－ス後のソフトウェア製品を変更すること。欠陥の修正、性能や他の特性の改善、別環境へ

製品適合などを目的とする。[IEEE1219] 

 

も 

 

モジュ－ル（module）： componentを参照のこと。 

 

モジュ－ルテスト（module testing）： component testingを参照のこと。 

 

モデリングツ－ル（modelling tool）： ソフトウェアまたはシステムの妥当性確認をサポートするツール。[Graham]。 

 

モデレ－タ（moderator）： インスペクションや、他のレビュ－手順に責任を持つ、リ－ダや中心人物。 

39 



 

モニタ（monitor）： テスト時に、コンポ－ネントやシステムと同時に走り、コンポ－ネントやシステムの動作を監視、記録、分析す

るソフトウェアツ－ルやハ－ドウェア装置。[After IEEE610] 

 

モニタリングツ－ル（monitoring tool）： monitorを参照のこと。 

 

モンキーテスト（monkey testing）： 製品の使用法についてはまったく考慮せず、広範囲の入力からランダムに選択し、ボタン

をランダムに押すことでテストを行う方法。 

 

問題（problem）： defectを参照のこと。 

 

問題マネジメント（problem management）： defect managementを参照のこと。 

 

問題レポ－ト（problem report）： defect reportを参照のこと。 

 

ゆ 

 

有限状態機械（finite state machine）： 計算モデルの１つ。有限個数の状態と、有限個数の状態間遷移から構成される。状

態遷移に対応する処理も記述できる。[IEEE610] 

 

有限状態テスト（finite state testing）： state transition testingを参照のこと。 

 

優先度（priority）： あるアイテム（たとえば、欠陥）に割り振った（ビジネス上の）重要さのレベル。 

 

ユ－ザ受け入れテスト（user acceptance testing）： acceptance testing参照のこと。 

 

ユ－ザシナリオテスト（user scenario testing）： use case testing参照のこと。 

 

ユ－ザテスト（user test）： コンポ－ネントまたはシステムの有用性を評価するために現実のユ－ザが参加するテスト。 

ユ－ザビリティ（usability）： ソフトウェア製品が、指定された条件下で理解され、学びやすく、使用しやすく、ユ－ザにとって

魅力的である能力。[ISO9126] 

 

ユ－ザビリティテスト（usability testing）： ソフトウェア製品が、指定された条件下で理解され、学びやすく、使用しやすく、

ユ－ザにとって魅力的である能力を判定するためのテスト。[After ISO9126] 

 

ユ－スケ－ス（use case）： ユ－ザとシステム間の対話における一連のトランザクション。視覚できる結果を伴う。 

 

ユ－スケ－ステスト（use case testing）： ユ－ザシナリオを実行するテストケ－スを設計する。ブラックボックステストの設

計技法。 

 

ユニット（unit）： component参照のこと。 

 

ユニットテスト（unit testing）： component testing参照のこと。 

 

ユニットテストフレ－ムワ－ク（unit test framework）： 適切なスタブやドライバを併用した状態または独立した状態でコン

ポーネントをテストできるユニットテストまたはコンポーネントテスト用の環境を提供するツール。デバッグ機能など、開発者をサポ

ートするその他の機能もある。[Graham] 

 

ユニットテストフレ－ムワ－クツ－ル（unit test framework tool）： unit test framework参照のこと。 
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よ 

 

要件（requirement）： ユ－ザが問題解決や目的を達成するために必要な条件や能力。契約、標準、仕様、その他の公式ドキュ

メントを満足するために、システムやシステムコンポ－ネントが満たし、保持すべき条件や能力。[After IEEE610] 

 

要件フェ－ズ（requirements phase）： ソフトウェアライフサイクルの一時期。ソフトウェア製品の要件を定義、記録する。

[IEEE610] 

 

要件ベ－ステスト（requirements-based testing）： テストのアプロ－チで、要件から導き出したテスト目的とテスト条件を基

にしてテストケ－スを設計する。たとえば、指定された機能を実行するテスト、または、信頼性や有用性のような非機能特性を調べ

るテスト。 

 

要件マネジメントツ－ル（requirements management tool）： 要件、要件特性（たとえば、優先順位、ベ－スとなる情報）、

注釈を記録し、要件の階層をたどる追跡や、要件変更管理を容易にするツ－ル。要件管理ツ－ルの中には、あらかじめ定義した要

件規約をもとに、整合性や違反チェックのような、静的解析をするものもある。 

 

予測結果（predicted outcome）： expected resultを参照のこと。 

 

予備テスト（pretest）： intake testを参照のこと。 

 

ら 

 

ランダムテスト（random testing）： ブラックボックステスト設計技法の１つ。擬似乱数生成アルゴリズム等を使い、運用プロフィ

－ルに合致するテストケ－スを設計する。信頼性、性能等、機能外特性のテストに利用できる。 

 

り 

 

理解性（understandability）： ソフトウェアが適したものか、どうすれば特定のタスクや条件で使えるかをユ－ザが理解できる

ソフトウェア製品の能力。[ISO9126] usabilityも参照のこと。 

 

リスク（risk）： 将来、否定的な結果を生む要素。通常、影響度と発生可能性として表現する。 

 

リスク軽減（risk mitigation）： risk control参照のこと。 

 

リスクコントロ－ル（risk control）： 指定レベルまでリスクを減らす（あるいは、リスクレベルを維持する）ために、判定を下し

たり、対策する手順。 

 

リスク識別（risk identification）： ブレインスト－ミング、チェックリスト、故障履歴などを使ったリスクを識別する手順。 

 

リスク分析（risk analysis）： 影響度と発生確率（可能性）を見積もるために、定義したリスクを評価する手順。 

 

リスクタイプ（risk type）：リスクを軽減（制御）できるテストタイプと関連したリスクのカテゴリ。たとえば、誤解から来る利用者との

相互作用に関するリスクは、ユーザビリティテスティングにて軽減できる。 

 

リスクベ－ステスト（risk-based testing）： プロジェクトの初期段階からプロダクトリスクのレベルを低下させ、当事者にその

状態を通知するテストの方法。プロダクトリスクの識別の他、テストプロセスをガイドする際のリスク活用もこれに含まれる。 

 

リスクマネジメント（risk management）： リスクの識別、分析、優先順位付け、制御のタスクや実施方法を体系的に適用するこ

と。 
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リスクレベル（risk level）：影響度合いと発生頻度からみた特徴で定義したリスクの重要性。リスクのレベルはテストを行う時の強

弱を決定するときに使われる。リスクレベルはまた、定性的（高/中/低など）または定量的に表現できる。 

 

リリ－スノ－ト（release note）： テストケ－ス、その構成、現在の状態、その他のリリ－ス情報を記述したドキュメント。テスト実

行フェ－ズの開始前に、開発側からテスト関係者へ、場合によって他の利害関係者に提供する。[After IEEE829] 

 

リンクテスト（link testing）： component integration testingを参照のこと。 

 

れ 

 

例外処理（exception handling）： 人間、他コンポ－ネント、システムからの誤入力、内部の故障に対するコンポ－ネントやシ

ステムの動作。 

 

レビュ－（review）： 製品やプロジェクトの状態を評価する手法。計画した結果との違いを分析し、改善を提案する。例として、マ

ネジメントレビュ－、非公式レビュ－、テクニカルレビュ－、インスペクション、ウォ－クスル－がある。[After IEEE1028] 

 

レビュ－ア（reviewer）： レビューの中でレビュー対象のプロダクトやプロジェクトの不整合を特定し、指摘する個人。レビュー

アは、様々 な視点やレビュープロセスでの役割を担った人達が選ばれる。 

 

レビュ－ツ－ル（review tool）： レビュ－手順を支援するツ－ル。レビュ－の計画、追跡の支援、コミュニケ－ションのサポ－

ト、協調的なレビュ－の推進、収集や報告用のメトリクスの保存する機能を備えていることが多い。 

 

レベルテスト計画（level test plan）： 通常、ひとつのテストレベルを扱うテスト計画。test planも参照のこと。 

 

連続表現（continuous representation）：特定のプロセスエリア群内でのプロセス改善アプローチのための推奨順番として

提供された、能力レベルを見る成熟度モデル構造。 [CMMI] 

 

ろ 

 

ロ－ドテスト（load testing）： コンポ－ネントやシステムの動作を測定するテストの一種。負荷（たとえば、並列実行ユ－ザ数

やトランザクションの数）を増加させ、コンポ－ネントやシステムがどの程度の負荷に耐えられるか判定する。stress testingも参照の

こと。 

 

ロ－ドテストツ－ル（load testing tool）： 「テスト技術者資格制度 Foundationシラバス(日本語版)」を参照のこと。 

 

ロードプロファイル（load profile）：テストされるコンポーネントやシステムが稼働中にユーザが行うであろう活動内容を記した

仕様書。ロードプロファイルは、決められた時間内に所定の運用プロファイルに準じ決められたトランザクションを処理する仮想ユ

ーザを複数指定して構成する。operational profileも参照のこと。 

 

ロバストネステスト（robustness testing）： ソフトウェア製品の頑健性を判定するテスト。 

 

論理駆動テスト（logic-driven testing）： white box testingを参照のこと。 

 

論理テストケ－ス（logical test case）： high level test caseを参照のこと。 

 

論理網羅テスト（logic-coverage testing）： white box testingを参照のこと。[Myers] 
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ワイドバンドデルファイ（Wide Band Delphi）： 専門家によるテスト見積もり技法。チ－ムメンバから集めた知識を用い、正確

な見積もりをするもの。 

 

ワイルドポインタ（wild pointer）：範囲外のロケーションを参照しているポインタ、もしくは存在しないロケーションを参照してい

るポインタ。pointerも参照のこと 
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付録 B  (用語集へのコメント方法) 

 
テストのコミュニティのニーズに答えられるよう用語集を更に良くしていくため、このドキュメントに対するコメントを受け付ける。 

 

コメントをする場合、以下の情報を含めるようにしてもらいたい。 

名前とコンタクトの詳細 

用語集のバージョン（現在は2.0） 

用語集の該当箇所。 

補足情報（変更依頼理由、用語集の使用例） 

 

コメントの受付方法は以下の方法がある。 

1. Eメールの場合の連絡先 eve@improveqs.nl; 

2. 郵便の場合の送付先 Improve Quality Services BV, attn. Mr. E. van Veenendaal, 

Waalreseweg 39, 5554 HA, Valkenswaard, The Netherlands; 

3.FAXの場合の連絡先 +31 40 20 21450, marked for the attention of Mr. E. van Veenendaal. 
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